
日
本
人
骨
盤
内
臓
器
ノ
局
所
解
剖
率
的
研
究

承

前

，一、
胃

≪＇、～

•\ 
a・、

同，

r
e
何
一
阿
倍
冒
宮
町
早
宮
田

k
p
r
。ロ円

吋

ro

－
4

。
唱
。
ぬ
『

m凶唱
rrmw｝
k
F
回
目
見
。
富
山
、

。
同
吋
F

。同
V
A
w

－－。〈一
2
0『釦・
・ー・‘ロ
』

ω唱
釦
問
。

ω。．

回日、

ロ吋－
C
・
白
岡
阿
H
w
h
v
・

吋
円

O
B
F
F
。L
P
ロ
P
H
o
g
－H
E
C
Z
Z
O可
【
｝
石
岡
M
W
2
0
H
g司
2
4
E－
d
－口町

4
2回
日
々
（
口
町
2
F
O『
日
一
吋
円
三
・
む
戸
凶
・

h
p円四

mwovc

京
都
帝
岡
大
事
臨
宙
開
学
部
解
剖
準
教
室
（
足
立
教
授
指
導
〉

大
串
院
皐
生

器
準
士

千

葉

忠

女口
’l!ρ 

（
へ
）
、
内
尿
道
ロ
ト
魁
骨
聯
合
ノ
上
級
ト
ノ
距
離

成
人
二
六
例
（
女
一
九
例
、
男
七
例
）
二
一
伊
三
プ
一
此
ノ
距
離
A

男
ニ
ア
A

四
二
乃
至
七
二
粍
ニ
ジ
ア
卒
均
五
三
・
二
粍
、
女
一
て
ア
A

三
四
乃
至
六

五
粍
ニ
ジ
テ
平
均
五
二
・
一
粍
ナ
リ
。
巴

mg
－
一
ヨ
レ
バ
男
－
一
－
7
A
六

O
粍
ト
シ
、
？
5
5
Hmrpヨ
ニ
ヨ
レ
バ
六
八
粍
ト
セ
リ
y

。
腸
脱
ノ
慮
盈

朕
態
－
一
関
シ
ア
A

大
ナ

Y
影
響
A

見
ズ
。
（
第
七
十
四
表
塞
照
）

初
生
児
二
就
－
ア
見
レ
バ
第
七
十
五
表
ノ
如
ジ
。
初
生
児
－
一
－
プ

り
な
お

A

六
乃
至
一

O
粍
、
小
児
一
一
－
ア
A

三

O
粍
ト
セ
リ
ノ
。

（
ト
）
、
内
原
遁
ロ
ト
魁
骨
後
面
ト
ノ
最
近
距
離

成
人
二
六
例
（
女
一
九
例
、
男
七
例
）
二
於
ア
、
男
ニ
ア
A

二
O
乃
至
三

O
粍
、
平
均
二
三
・
二
粍
ニ
シ
ア
、
女
－
一
テ
A

一
一
乃
至
二
八
粍
、

平
均
一
九
・
九
粍
ナ
ソ
。
ぎ
と
hr
ud
－－
A

此
ノ
距
離
ア
二

O
粍
（
男
）
‘
一

O
乃
至

一
五
粍
（
女
）
ト
記
載
セ

yυ
勝
脱
ノ
虚
盈
－
一
ヨ
咋
ノ
ア
此
f

距

離
－
一
大
差
ア

Y
ヲ
見
ズ
。
（
第
七
十
六
表
牽
照
）

第
六
品位

F『

原

著
」4

千

葉

一
四
九
五

〈
第
六
撹

七
五
〉



〔附表（十〉参照）第七＋三表

品川剛腕腸直 第
六
各

~（511JJ）卒均（最小一最大）女（l!l例〉平均（最小一最大）

平均31.5(25-34）（粍）平均21.8(15--33）（粍）虚

F’、
原平均29.0(27-36)

ロ

著
'-' 

千

業
男（5例）（最小一最大）女（9例）（最小一最大）

平均54.0( 50-58) 平均54列50-60）粍5 1明j虚

虚

21-'均66.7(58-72)平均56.2(41-63）粍4例盈

〔附表（十）参照〕第七＋五表

見鬼生

' 8 11JJ 

初

(2例）女

17, :JO 平均 8.3（粍）平均10.9（粍）8例底

15, 18 

〔附表（十）参照〕

一
一
円
九
六

（粍）cs・例〉男

平均23.5(2仏－27)

平均27.3(22-30)

（粍）女 、（9例）

（
チ
）
、
内
原
道
ロ
ト
魁
骨
聯
合
ノ
上
下
線
ノ
中
貼
ヲ
結
合
セ
Y
直
線
ト
ノ
幸
一
線
距
離

成
人
二
六
例
〈
女
一
九
例
、
男
七
例
〉

平均21.8(20-23)盈

虚

第七＋図表

直腸｜…｜

脱｜ (10例）男(9 'fJIJ) 女勝

2 1日j12 1例盈

平均19.8(15-26）（粍）＇ ~ 1明1

':J仰j

第七＋穴表

平均19.5(16-22)

6例

4 1明j
!JN. 

（
第
六
披

七
六
）

（将）(5例）男（粍）(9例）女

女
ニ
タ
A

九
乃
至
三
二
粍
、

第七＋セ表

寸町
一
勝麟直

30(24-36) 平均2 ~J 平均20.2(9-32) 5例虚

虚

平均26.i(20-28)3例平均19.0(16-21) 4例盈平
均



了
六
粍
ナ

y
。

C
己由。ロ

卒
均
三

O
粍
ト
セ

9
0
勝
脱
ノ
慮
盈
－
一
就
－
プ
見
w
y

ニ
第
七
十
七
表
ノ
如
ジ
。

。号由。ロ

A

男
－
一
ア
A

二
三
乃
至
三
七
粍
、

－一ヨ

V

バ
此
ノ
距
離
A

腸
脱
ノ
虚
盈
－
二
影
響
セ
ズ
ト
云
へ
η
ノO

以
上
京
）
（
へ
）
（
ト
）
（
チ
）
エ
於
ケ

Y
各
距
離
－
一
就
ア
見
Y

ニ
男
女
－
一
ヨ

Y
差
違
A

男
ノ
例
数
少
キ
ア
以
ア
確
賞
ナ

Y

判
断
ヲ
下
ジ
得
ず

y

モ
数
字
上
－
一
ア
月
一
一
般
－
一
男
ニ
於
ケ
Y

毛
ノ
A

女
－
一
於
ケ
Y

モ
ノ
ヨ
η
ノ
モ
大
ナ
叶
ノ
O

二
、
勝
脱
頂
ノ
位
置

（
イ
）
勝
脱
頂
ト
骨
盤
入
口
前
後
径
ト
ノ
垂
線
距
離

成
人
二
五
例
（
女
一
八
例
、
男
七
例
）
－
一
就
ア
見
Y

二
一
勝
脱
頂
ノ
位
置
A

其
盈
吠
態
－
一
一
於
－
ア
A

該
径
線
ノ
上
方
三
五
粍
－
一
遼
ス
U
F

モ
ノ
ア
レ

ド
モ
、
虚
状
態
ニ
ア
リ
ノ
ア
A

該
径
線
ヨ
リ
下
方
－
一
向
ツ
ア
二
七
粍
ノ
結
－
一
達
ス

Y

－
ご
過
ギ
ズ
。
然
シ
之

ν
ァ
以
－
プ
腸
脱
ノ
虚
盈
－
一
ヨ

y
－
プ
腸

脱
頂
ノ
位
置
－
一
大
差
ア

Y

コ
ト
ヲ
知

y
。
然
シ
乍
ラ
女
子
腸
脱
－
一
ジ
ア
虚
ナ
U
Y

ニ
モ
係
で
ブ
ズ
、
該
径
線
ノ
上
方
一
二
粍
ノ
鈷
－
一
達
ス

y
f
t

ノ（
Z
P
U
）
稀
－
一
存
在
ス
。
斯
カ

Y
異
型
腸
脱
ヲ
除
ケ
バ
直
腸
並
－
一
一
勝
脱
ガ
虚
ナ

Y

モ
ノ
五
例
－
一
於
－
プ
凡
47
該
筏
線
以
下
二
葉
ノ
頂
ヲ
有
ス
。

然
Y

ュ
一
勝
脱
ガ
虚
－
一
シ
ア
直
腸
ガ
盈
ナ
M
F

モ
ノ
一

O
例－一一於－
7

A
、
勝
脱
頂
ガ
該
径
線
上
－
一
ア

y
f
t
ノ
一
例
、
該
筏
線
ヨ
リ
ノ
上
方
－
一
ア

Y

モ
ノ

三
例
該
径
線
ヨ

y
以
下
二
ア
Y

毛
ノ
六
例
－
一
ジ
ア
、
直
腸
ノ
虚
盈
ガ
勝
脱
頂
ノ
位
置
－
一
山
首
シ
ア
多
少
ノ
影
響
ヲ
有
ス

Y

モ
／
ナ
U
Y

コ
ト
ヲ
知

y
。
男
女
－
一
ヨ
ク
ア
腸
脱
頂
ノ
位
置
ヲ
異
－
一
ス

Y
カ
否
カ
ヲ
見
Y

ニ
特
記
ス
ペ
キ
勅
ア
見
出
ス
能
A

ズ
。
（
第
七
十
八
表
盛
照
）

欧
人
ノ
記
載
ヲ
見
Y

－一口一

2
一
一
ヨ
レ
バ
勝
股
ガ
虚
－
一
ジ
ア
牧
縮
セ

Y

モ
ノ
－
一
ア
A

頂
A

骨
盤
入
口
前
後
径
ヨ
リ
一
八
乃
至
二
三
粍
下
方

ニ
ア

y
、
又
女
子
－
一
ア
A

盈
時
－
一
－
プ
モ
其
頂
A

該
径
線
ヲ
越
ユ

Y

コ
ト
ナ
ジ
ト
云
へ

y乃
」

て

4
P
E
d
ヲ
ニ
・
モ
亦
女
子
ニ
ア
λ

盈
時
－
一
一
於
－
プ
モ
頂
A

本
径
線
ヲ
越
ヘ
ズ
ト
云
ヒ
、
叉
男
子
－
一
ア
モ
其
頂
ガ
耽
骨
上
方
五

O
粍
－
－
達
セ

Y
ヲ
見
タ
リ
ト
セ
リ
ノ
。
叉
然
ジ
男
子
－
一
－
プ
毛
腸
脱
長
径
ガ
骨

盤
入
口
前
後
径
－
一
平
行
一
一
近
キ
如
キ
場
合
、
或
A

直
腸
虚
ナ

Y
場
合
A

腸
脱
盈
ナ

y
ト
モ
該
径
線
以
下
一
一
其
頂
ア
有
ス
ト
云
ヘ
リ
ノ
。
然
V

ド
毛

市

o
g
g時
ニ
ヨ
レ
バ
男
子
－
一
－
ア
A

頂
A

該
径
線
－
一
一
割
シ
ア
二
二
粍
下
方
乃
至
六

O
粍
上
方
－
一
ア
ソ
ト
云
へ

9
0
予
ガ
調
査
セ

Y

慮
ニ
ヨ
レ
バ

欧
人
記
載
ト
異

p
－
ア
女
子
腸
脱
－
一
ア
モ
葉
一
八
例
中
竿
敷
A

頂
ず
該
径
線
ノ
上
方
一
一
ア

Y
ヲ
見
タ
リ
ノ
、
日
疋
等
A

只
一
例
（
図
。
・
U

）
ノ
虚
勝
脱

第
六
巻

F『

康

著
"-' 

千

葉

一
四
九
七

〈
第
六
貌

七
七
〉



ナア七
ラ Y 十
ン。 JL
0 故表
成ニ盗
人勝照
ニ脱）

ア後蓋
J、 ~ft v 
普ノ初

通膨生
J、隆児
虚ト二

時共於
ニニプ
J、ダミ J、
腸頂内
！此 J、frif
J、下靭
骨方帯
韓ニガ

）長引猶
ニキ強

下下ク
JV グシ

ニププ
反ノV
ジ、勝
！！正初市

生虚で
児牧
ニ締高ij

~ ~壁
躍品会
壁ピヲ反 聯 へ直脱ニク Y ト頂挿 Y J、2
乃木アシ初合，，－.＿＿ JV 腸頂モ直腸云 J、入。凡架
至来隣業生上三蕗ノノ認腸脱へ班シメア午
耳止ノ方ノ児綾初ニ虚 1)［ メ影頂 Y 骨ア三J腸；三
骨位曲盈腸迄生反盈置ラ響ノヱ f 之 2月光去
後世ニ時脱ノ見スニ J、ノV ノ位 Y上レミ又主
面二強ニ頂直品。闘腸、開置至方ヲニ J、z

~~~！ ~I~ ~；！~~~~！~~~ セグ？？アュ 勝 ノ盈アコス直至三／直 Th ~ 
ララフ下於 脱 ニニ、トト腸七ム腸去で
ノV JV JV 降ケ 頂 ア開坦ハ云ノ O ノV ニ；ノム

スノV ヨ ラス雪予へ影粍時護ノV ヲ
朕ニ航。モ リ ズ JV C ノリ響ニ J、説場除
態ヨ態（／ 耽 トモガ場。ニ達勝球合キ
ニ JV ニ第ニ 骨 云、腸合斯ヨス脱アナア

（尺度ノ、粍）

(7例）

〔附表（十）参照〕第七十八表

第
六
巻

成

例数｜（最小一最大） (No.沸

男人成

例数｜（最小一最大） (No.）粍

(18例）女人

1 (10-27）下ー・・ 3伊j
(No. 3. 6. 8) 脱（虚）務

F「
原

著

千

葉

(3 8）下（No必，45)

線上・・・・・・1例（N" o.44) 

(o-:28) I二一・2例
(:¥o. 41. 42) 

‘’ ~ 
1:2上・ 1例
（：可け.5) 

己線上……1例（Nυ.2)

4 

勝
直

腸（慮）直

35上

5下（No.46) 

1 i上

(11-28）ド・・・ 4例
(No.14. 25. 2り，27)

脱（虚）勝

8下……－・1例（No.4) 

(9ー 13）上－・・・・・31割j
(No. 12. 13. 15) 

也j

(2-18）上ー・ 4f列
（？〈け 7.11. 20. 2:l) 

肱2

防（盈）

）比（盈）

直

4 
1陽（虚）直

上トセノレノ、勝！比頂ガ骨盤入口前後径ヨリモ上方＝アJレ時項ョり該径
料＝下セノレヨfl＇線距離／：長サヲ示ス
下トセJレハ頃が径線ヨリ以下＝アノレ場合＝於ケルモノトス

備考

女 （粍）男

〔附夫（十）参照〕

（粍）

第七十丸表

一
四
九
八

（
第
六
時
恥

七
八
〉

平均23.3(13-30)

平均18.5(12-25)

8 ifJJ 

2 1911 

平均21.0(10-32)

18 

8例

1伊j

虚

盈



ア
リ
ノ
、
之
レ
雨
者
ノ
異
Y
貼
ト
ス
。
同
C
］

E
S
日
ク
初
生
児
及
ピ
小
児
－
一
－
プ
A

扇
中
勝
脱
－
一
近
キ
A

尿
管
ノ
牽
引
－
一
ヨ

Y
ナ
一
プ
ン
ト
。

zui－

日
ク
腸
脱
虚
時
二
一
於
－
プ
其
ノ
粘
膜
ノ
走
向
ハ
頂
ト
内
尿
道
口
ノ
方
向
ニ
向
フ
。
之
レ
牧
縮
時
上
下
ノ
南
方
向
ニ
牽
引
セ
ラ

Y

、
ニ
ヨ
U
F

ガ
潟

メ
ナ
リ
ト
。
予
モ
小
児
型
腸
脱
ト
モ
云
フ
ペ
キ
成
人
女
二
例

2
0・
F
口
）
ノ
慮
腸
脱
一
一
於
－
プ
其
ノ
粘
膜
微
犠
ガ
頂
一
－
一
向
ッ
ア
著
明
ユ
縦
走
セ

グ
’
ヲ
見
タ
リ
ノ
。

三
、
初
生
児
及
ピ
小
児
ノ
腸
脱
A

骨
盤
入
目
前
後
径
－
一
ヨ

p
－ア
上
下
如
何
ナ
Y
比
－
一
分
タ

Y
カ

内
尿
道
口
ト
腸
脱
頂
ト
ノ
結
合
線
郎
チ
勝
脱
長
軸
ノ
骨
盤
入
口
前
後
径
ノ
上
下
－
一
ア
Y
部
分
ノ
長
サ
ヲ
比
較
ス

Y

－
一
以
下
ノ
如
シ
。
初
生

児
（
一
九
例
）
小
児
（
一
例
）
六
ヶ
月
胎
児
（
一
例
）
－
一
就
ア
見
Y

－
一
上
方
ノ
部
分
A

四
乃
至
二
七
粍
、
其
平
均
二
ニ
・
八
粍
一
一
ジ
ア
下
方
ノ
部
分
A

七
乃
至
一
七
粍
、
葉
平
均
二
二
・

一
粍
ト
ス
。
印
チ
平
均
債
ヨ

y
セ
バ
勝
脱
長
軌
A

骨
操
入
目
前
後
径

－一ヨ叶
ノ
ア
等
分

－
一
上
下
－
一
分
h
p
y

、
ヲ

知
Y
。
之
レ
ヲ
佃
々
ノ
例
－
一
就
ア
見
Y

ニ
左
ノ
如
ク
ニ
ジ
－
プ
上
方
－
一
ア

Y
部
ガ
下
方
一
一
ア

Y
部
分
－
一
比
シ
－
ア
大
ナ

Y

モ
ノ
寧
u
多
シ
。

「
上
方
ノ
部
長
キ
毛
ノ
一
一
一
例
（
属
。
・

ω
∞w
E
u
g
W
8
M
g
wE
uau
令
、
記

w
g
w
U
4
4
3）

F

下

方

ノ

部

長

キ

モ

ノ

九

例

（

M
0・
ASW2u
色
w
u
o
w
u
u
u
g
w
g
u
E
w
合）

問
、
初
生
児
ノ
腸
脱
頂
A

恥
骨
及
ピ
瞬
間
ノ
何
レ
ノ
部
分
一
一
ア

y
ヤ

初
生
児
九
例
一
一
就
ア
見
y
ζ
第
八
十
表
－
一
見
ゲ
カ
加
ク
ニ
シ
ア
之
レ
ヲ
大
別
ス
レ
バ
左
ノ
如
ジ
。

「
頂
ガ
恥
骨
並
一
一
瞬
間
ノ
中
央
－
一
ア

Y

モ
ノ
一
二
例

F

頂
ガ
其
ノ
中
央
－
一
達
セ
ザ
Y

モ

ノ

六

例

又
中
央
二
達
セ
ザ
Y

モ
ノ
二
一
炉
、
－
ア
隣
及
ピ
頂
間
ノ
距
離
－
一
針
ス

Y

頂
並
一
二
枇
骨
上
級
間
ノ
距
離
ノ
比
A

了
二
割
一
、
乃
至
四
・
一
劃
一
ト

ス
。
文
献
ユ
徴
ス

Y

－一

F
E
E田一
日
ク
初
生
児
ノ
尿
管
起
始
部
A

勝
抜
一
一
恥
骨
間
ノ
中
央
又
A

上
三
分
ノ
一
ト
下
三
分
ノ
二
ノ
界
－
一
連
ス

ト、

E
g
ニ
子
レ
バ
初
生
児
（
男
）
－
一
ア
A

之
レ
ガ
隣
並
－
一
恥
骨
悶
ノ
中
央
－
一
ア
リ
ノ
ト
セ

y
。

P
E
E－－
5
2
2・（
N
U
E
子

レ
バ
之
レ
ガ
隣
並
－
一
恥
骨
間
ノ
下
三
分
ノ
ニ
ヲ
占
ム
ト
云
ヘ
リ
。

J
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F
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4
2
）
ニ
ヨ
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一
五

0
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〔｜付表（十）参照〕

（府及勝脱距｜｜｜｜附線ピ耽開骨及上｜｜｜ ｜ 雨者ノ下比） No. 頂離）閥 （ （上 ： 

47 55粍 3.7 : 1 

48 40 2.4・1

49 15 J5 1 1 

50 20 15 1.3・1

57 15 15 1・1
59 20 20 1 : 1 

60 40 JO 4 : 1 

63 山内岡I 2;; 1.5 : 1 

64 30 25 1.2 1 

第
九
項
勝
脱
構
撤
襲
及
ビ
腸
脱
頂
部
ノ
腹
膜
被
覆
状
態

一
、
勝
脱
横
雛
接

勝
脱
横
敏
接
A

之
レ
ヲ
調
査
シ
タ

Y
成
人
女
一
一
例
－
一
就
ア
見
Y

－
一
第
八
十
表
一
一
如

ク
ニ
ジ
ア
敷
A

四
乃
至
五
僚
、
幅
A

著
ジ
キ
モ
ノ
四
粍
ァ
算
ス

。
ぎ
乙
戸］3
2・
ニ
ヨ
レ

バ
腸
脱
横
鍛
援
A

腸
脱
ガ
慮
ノ
時
A

勿
論
ナ
w
y

ガ
、
可
成

y
盈
航
態
ノ
時
－
一
モ
之
レ
ヲ

認
ム
ト
云
へ

y
。
叉
多
ク
正
中
線
ノ
左
右
ニ
相
封
的
ニ
在
リ
ト
附
言
セ
p
o
w
p
戸
空
｝
ニ

ヨ
レ
バ
此
ノ
横
鍛
接
ノ
幅
A

三
乃
至
五
粍
一
一
シ
ア
甚
グ
ジ
キ
時
A

一
二
粍
－
二
達
ス
ト
云

ヘ
リ
。
叉
敏
援
ノ
左
右
雨
端
ガ
前
方
又
A

後
方
一
一
走
Y
ト
附
言
セ
リ
ノ
。可－

E
H
O
E
－一ヨ

V

バ
此
敏
壌
川
勝
脱
虚
時
－
一
於
－
プ
ハ
骨
韓
側
壁
－
一
一
主

y
－
ア
夏
ニ
内
鼠
援
輪
ノ
方
向
ニ
向

ヅ
テ
走
u
y

コ
ト
ア
ク
。
初
生
児
－
一
品
ノ
A

之
レ
ニ
建
ス

Y
ヲ
見
Y
。
成
人
－
一
ユ
／
A

普
通
A

勝
脱
ノ
側
方
一
一
向
ヅ
ア
走
Y

コ
ト
僅
カ
ニ
シ
ア
消
失

ジ
、
業
ノ
敷
宅
後
逮
程
度
様
々
ニ
シ
ア
敷
保
ヲ
有
ス

Y

コ
ト
ア

y
。
又
片
側
ノ
ミ
ニ
存
ス

Y

コ
ト
ア

9
0
而
シ
ア
一
一
般
－
一
云
プ
時
A

男
ニ
於
－
プ

A

女
二
於
ケ
Y

ヨ
y
モ
著
ジ

ク
ジ
ア
且
ッ
常
ニ
存
ス
ト
云
ヘ
リ
。
予
ノ
例
－
一
於－
7

A

凡
ア
女
子
ノ
ミ
ニ
就
ア
ナ
Y
ガ
金
ク
快
如
セ

Y

モ
ノ
ヲ

二
例
二
見
タ

y
。

二
、
腸
脱
頂
ノ
腹
膜
被
覆
朕
態

腸
脱
上
窪
－
コ
於
ア
腹
膜
ガ
腸
脱
頂
ァ
越
へ
－
ア
前
壁
ヲ
モ
被
包
ス

Y

コ
ト
ア

y
。
斯
カ

y
場
合
－
一
於
－
プ
A

内
隣
靭
帯
A

頂
ヨ

y
出
デ
ア
腹
膜
下
ヲ
走

y
腸
脱
壁
－
一
添
プ
ア
、
業

ノ
前
壁
ノ
一
部
ヲ
腸
脱
上
窪
－
一
向
ツ
ア
下

y
、
以
－
ア
腹
膜
ト
共
－
一
前
腹
壁
－
一
移
行
ス
。

斯
カ
w
y

モ
y
六
例
（
成
人
女
子
一
七
例
中
）
二
郎
メ
タ

y
。
此
ノ
前
壁
ノ
腹
膜
被
包
範

閣
A

正
中
線
－
一
一
於
ア
一

O
乃
至
三
五
粍
平
均
一
六
粍
ト
ス
。
（
但
ジ
勝
脱
盈
三
例
、
虚

第八＋表第八十ー表

成（1人1例女） ｜ ｜ No. 

左右 （（ ＋一） ） 2 1 

医）（＋）
l~~~－~ 傑傑）） 3 
25 

院）著明
20 2 
25 

左中央右 （（＋ー）） 
9 

2 
20（巾4粍）

会ク鉄除
10 2 29 

左・著明 13 1 



附表（＋）

第 （イ） （ロ〉 （ノ、） （ュ） （ホ） （〈〉 （ト） （チ） （リ） （ヌ）
(Jレ）
、

、、 、、 、 、 、 、 、 、
初盤下9

番
尿道内後前口離距内部前離距 （イ） 内後ス

内令書在内合高E内合灘尿内合d合~~ 勝ノit!初耳止 生入如、
尿道 ＝ス 尿径Jレ尿下 尿道上線

尿後 1先高if離 生骨 見口何Jレ
後 遺ぜ／レ 道ノカ 道線 道面 道上ト 項後 見上 勝前ナカ

口径 口径 （ロ） 口何 日ト 日ト 日ト 日下ノト径 目努縁 跳後ノレ
トトト ト ノ ノ、レ トノ トノ ト／ ト爾霊骨ト 眺迄 長径比

盤骨入委線ノ 盤骨狭主線ノI!: 主比幹 各間＝ ／ 
地t直 I骨止線直 耳止最

耽骨聯縁絡間線E距It 盤入口霊線ノ
項／
車由＝率一♀、J

務 骨級 聯骨近距 ヨP離距
ノ、ア

（精） （粍）l（イ）：（ロ）l骨指前位
聯距 聯距 骨上分

（粍） （粍） （粍） （粍） （将） （粍） 上｜下

2 45 JS 2.5 ; 1 b~下占 24 51 20 24 線上

" 3 45 21 2.1 : 1 b~中央 83 50 ヲ 26 32 10下

4 57 3下 d 20 60 20 16 8下

5 52 3 17.3 ; 1 ~c下寺 20 55 20 19 12上 一

() 50 7 7.1・1 ~c中央 25 55 23 25 27下 一 一

7 33 25 1.3 : 1 h 27 38 20 23 9上 一 一

8 51 3 J.7 : 1 ~c下寺 " 16 54 15 16 21下

9 15 60 15 9 

10 62 2下 cd中央 22 63 20 20 10上

11 27 25 1.1 : ] 品b 28 34 11 18 2上 一

13 60 5下！ cd中央 22 61 22 17 9上

14 55 7 7.9 : 1 ~c中央 25 65 26 20 28下

15 40 18 2,2 : 1 b~下き 23 41 16 21 ,: .. 13上

18 40 17 2.2 . 1 25 48 20 24 15上

20 44 15 3.1 : J P上 24 50 rn 23 18上

23 37 30 50 28 28 5上 ，同－，．-

25 50 7 7.1 : 1 fjc中央 25 53 24 27 27下

26 40 16 2.5 : ] P上 20 47 14 19 11下

27 44 14 3.1 : 1 戸下 28 53 24 21 22下

40 42 25 1.7 : 1 b~ 00 50 20 28 35上 一

41 52 12 4.a : 1 。27 58 22 27 I (1」二
42 70 日下 cd 30 73 30 2 ，~， 28上 主

24 ］.！｝ ・1 b~ ::is I 50 27 36 日下 -・ 
44 65 3下｜ 一 日0 70 I 30 28 線上

45 47 ~ 2~＞ 58 20 24 8下 一

46 3G 26 ] .4 . 1 b 00 

，、
~ 
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第
六
答

F『

原

著、」

千

葉

31 15 10 1.5・1 b日中央 13 17 4 10 4上 4 

32 30 ] '..l 2.5 : ] F上 20 <lO 18 16 2上

28 ] I) 
同 1.4 . 1 b~中央 9 10 3 6 '..l4 16 11 

10 1 b 13 12 3 8 32 25 12 53 1.1 I 

54 lO 6 1.1 : 1 b~下t 8 3 6 22 18 11 

55 9 10 1 . ].] b 12 ・9) 。 21 20 15 

56 6 12 2 I :<b中央 14 。 6 !) 2ti 23 8 

59 、9) 4 戸下 8 rn 5 向I JS 1日 1:i 

61 8 8 ] . 1 cxb中央 10 。 5 8 15 15 同I 

63 IO ，》 2 : 1 。上 7 12 色。j・ 。 18 ];] 10 

64 14 2 7 : 1 ~c中央 同I 14 a 同I IO 7 14 

47 12 14 cxb ' 13 15 I JO リι； 12 11 

48 16 。1.8 ] b~ l4 18 。12 25 14 17 

49 18 2 9 : 1 [le 8 17 同I 8 12 20 

50 16 2 8 : 1 戸 8 15 6 23 12 17 

51 13 円I Lil : I b~ 10 l3 7 対 一 30 27 15 
52 10 11 1 1.1 cxb 15 10 4 8 25 15 8 

57 7 11 ] : ] .6 αb l3 10 4 8 ：〕（） 22 7 

58 17 4 4.2 : 1 自 9 17 7 8 13 10 18 

60 13 5 2.6・1 ~ ]0 15 12 10 14 

62 10 15 1 . 1.5 b日 18 15 7 11 。“？・ 20 l4 

日ろ 同I 4 1.8 : 1 b~中央 6 11 8 8 

一
五

O
二

〈
第
六
時
抗

八
二
〉

三
例
）

一
二
粍
（
子
自
）

三
五
粍
（
子
区
）

F
lグ
ラ
ス
民
腔

第
－
項

F
民
腔
底
ノ
骨
盤

Z
劃
ス
ル
位
置

山
川
氏
膝
ノ
底
ト
A

、
男
子
一
一
於
－
ア
A

直
腸

腸
脱
宿
、
女
子
ニ
於
ア
A

直
腸
子
宮
寓
ノ
各

最
低
賠
ヲ
以
－
プ
ス
。
以
下
記
ス
U
Y

慮
A

凡－プ

骨
盤
ノ
正
中
断
面
ニ
就
テ
計
測
ジ
タ

Y
モ
ノ

ナ

y
。
（
以
下
附
表
十
一
塞
照
）

一
、
各
骨
盤
前
後
程
ト
ノ
上
下
ノ
位
置
的

関
係

骨
盤
前
後
畑
町
ヲ
判
骨
熔
入
日
前
後
径
、
向
骨
盤
康
部
前

後
径
、
判
骨
盤
狭
部
前
後
径
、
山
川
骨
盤
出
口
前
後
径
等
／

外
ニ
夏
昌
一
例
ト
例
ト
ノ
中
央
＝
前
後
筏
刷
、
山
w
ト
的
ト
ノ

問
＝
前
後
径
mw
ヲ
設
ク
。
従
ツ
テ
以
下
／
表
ユ
於
テ
例
へ

パ
川
ト
セ
ル
ハ
例
ト
仰
ト
ノ
問
、
山
W
ト
セ
ル
刷
線
上
ヲ
意

味
ス
。

二
五
粍
（
吋
pvp
斗）

二
O
粍
（
児
二
・
己
h
u）

第
三
章

ド
氏
膝
ノ
底
ガ
各
骨
盤
前
後
経
ノ
上
下
方



〔附表（十一）参照〕

｜ 成人（例数） I 初生鬼（例数）！（議長崎）
位置｜ 0 I ♀ lo＋平10 I ♀ lo＋平｜ ♀ ｜ ♀ 
αb I 1 I I 1 I 
I 1 I 1 I 
13131110141 
13131~15/1/1/ 

［主C 141519131215 
I 1 I 1 I 1 I I 1 I 

cd/ i/ 4/ 5/ 2j I 2 I 
d以下｜ 1 ! I 1 I 
／壬／ 7 ! 17 / 24 1 9 J 10 / l!J I 1 j 2 

第八＋ニ表

〔附表（十一）参照〕

I 成 人 （例鰍数） ｜ 初生鬼 （例糊数〉 /c例小数）

位置 I0 I♀ Jo＋平I0 I平Jo＋平｜平

掛かI~13/ 5l 3l 1l 4l 2 
掛かi2/11Jl31217191 

曹！？二号上l:1/ 2151511161 

／／正I, i 16 / 23 I 10 I 9 I 19 I 2 
何
レ
ノ
部
位
－
一
在
Y
カ
ヲ
見
Y

－一第

八
十
二
表
－
一
一
於
ヶ
y
d
H

如
シ
。
成
人

－一ア
2
7
A
L門
的
チ
骨
格
狭
部
前
後

径
ヨ

y
稲
々
高
キ
部
位
－
一
ア

Y

毛
ノ

ガ
最
モ
屡
々
－
二
三
プ
、
初
生
児
二
在

y
－Y
A
之
レ
ヨ
リ
モ
向
高
キ
仰
－
一
ア

Y
モ
ノ
ガ
最
モ
屡
々
ナ

7
0
左
表
ア

通
覧
ス

Y

－
一
成
人
－
一
於
－
プ
A

初
生
児

及
ピ
小
児
ニ
於
ケ
Y

ヨ
y
モ
川
氏
腔

ノ
底
A

低
位
－
一
在
Y

コ
ト
明
カ
ナ

y
。
男
女
ノ
比
較
－
一
就
ア
A

特
記
ス

y
－一足
Y
差
違
ヲ
見
ズ
。
叉
成
人
－
－

、、，ノ
ア
ゆ
及
ピ
刷
－
一
在
Y
各
一
例
A

何

ν

モ
直
腸
膨
満
著
シ
キ
モ
ノ
ナ
リ
ノ
。

一
一
、
骨
盤
軸
ニ
封
ス

Y
前
後
ノ
位
置
的
関
係

ド
氏
腔
ノ
底
ガ
骨
犠
軸
ノ
前
後
方
ノ
何
レ
ノ
部
位
－
一
在
Y
カ
ヲ
見
Y

－
一
第
八
十
三
表
ニ
示
ス
ガ
如
シ
。
郎
チ
成
人
及
ピ
初
生
児
ノ
何
レ
宅

ド
氏
膝
ノ
底
A

骨
盤
軸
ヨ
リ
後
方
－
一
在
Y

モ
ノ
多
数
ア
占
ム
。
然

v
r・
モ
男
女
ヲ
別
々
ニ
観
察
ス

Y
時
A

成
人
、
初
生
児
合
計
二
五
例
ノ
女

屍
中
一
八
例
ユ
於
ア
A

後
方
－
一
在
レ
ド
モ
二
七
例
ノ
男
屍
中
八
例
－
一
於
ア
A

軸
上
一
一
ア
2

7
、
後
方
－
一
在
Y
モ
ノ
僅
カ
ニ
四
例
ノ
ミ
ナ
リ
o

斯
カ

Y
現
象
A
女－一－
7
A
子
宮
ノ
介
在
－
一
ヨ

Y
ナ

y
o
成
人
ト
初
生
児
ト
ヲ
比
較
ス

Y

二
一
特
－
一
差
違
ヲ
認
メ
ズ
。

第
六
巻

F『

原

善、」

千

葉

第八＋三表

一
五

O
三

（
第
六
貌

八一一一〉



第
六
血
せ

r、
原
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千

葉

一
五

O
凶

（
第
六
時
抗

八
四
〉

三
、
ド
氏
膝
底
ヨ
リ
骨
盤
入
口
前
後
径
へ
下
ジ
タ
Y
垂
線
ノ
長
サ

成
人
ニ
ア
A

此
／
垂
線
ノ
長
＋
ノ
A

直
腸
強
盈
版
態
ナ
グ
’女
一
例

2
0・
＝
）
ニ
見
Y
三
二
粍
ノ
モ
ノ
、
男
一
例
（
子
ち
）
ニ
見
Y
三
五
粍
ノ
エ
ヤ

ノ
ア
除
ケ
バ
究
表
（
第
八
十
四
表
）
ノ
如
ク
ニ
ジ
ア
男
女
ヲ
比
較
ス

y
z
大
差
ヲ
見
ズ
。

〔 l~f表（十一）参照〕

九八七六五四
言十 一一一一一一

サ

0 九八七六五問 ｜〈
0000000:,,_, 粍

一 0 一四八 O 一一
五 ｜例
伺j f「戸、〆「 F、、，h、
F「 。z z。 z。 1t ：；。~ 
問

数。 ］ 式－ t~ 
、t‘j 、~~〆0 以ー‘

） 

O• '-> 
j＼、

ーノJ 、（--
〆泊。ヘ

士： 、＿，
、．〆 』司、I
平 、｛、｝J 』＂

女均 、，d
-;-、

】

｜成〆ヘーヒ 、：＂

~ 人
粍，－.、

｜」〆

'"' 、、J -・ 、、J

占，、 二 0 0 三一 0 0 
伺j
， 

伊j
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八白 .... 
,,... 

泊。-- 、＿，
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粍〆ヘ i成
） ｜る

第八十図表

ニ
ヨ
レ
バ
（
男
一
三
例
調
査
）
此
ノ
長
ナ
ガ
直
腸
ノ
虚
時
－
一
A

八
四
粍
、

レ
バ
女
ニ
ア
A

三

O
乃
至
四

O
粍
ナ
リ
ト
セ
リ
ノ
。

四
、
ド
氏
膝
ノ
底
ヨ
リ
ノ
骨
格
狭
部
前
後
経
へ
下
セ
Y
垂
線
ノ
長
ナ

成
人
ニ
於
－
プ
A

第
八
十
五
表
ノ
如
ク
ニ
ジ
ア
、
男
女
共
同
氏
脱
皮
A

骨
格
狭
部
前
後
径
ヨ
リ
上
方
－
骨
位
ス

Y

モ
ノ
多
シ
。
而
ジ
ア
川
氏
睦

底
A

本
徳
線
ヨ
リ
上
方
へ
向
ツ
ア
A

女
－
て
プ
A

最
大
二
九
粍
、
男
ニ
－
ア
A

最
大
三
八
粍
－
二
連
シ
下
方
二
向
ッ
ア
山
女
－
一
－
7

A

最
大
九
粍
、
男

－一ア
A

最
大
二

O
粍
－
一
連
セ

Y
部
ノ
間
二
ア
ソ
。

。・6－egz

業
ノ
盈
時
－
一
A

ニ
二
粍
ナ

y
ト
セ

y
o
／ぺ
h
f｝
戸

7
3
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附表（＋ー）

第 ｜ 骨盤＝封スノレE土竺三三氏腔底ノ；蔽下鈷ノ位置的関係 （尺度ノ、粍）
~ ，、

、
ノ
、
，
J

－

＋
ハ
精
盈
一
ハ
虚
ト
ス
一

〆e
、、‘，，
f
・
、
－
、
．
ノ

ハ
強
盈
付
ハ
中
等
度
盈
一
九

r
，
‘
、
、
‘
，
J

－〆，‘、

直
腸
虚
盈
扶
態
但
シ
品
川
一
r
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」0~ 一
、d リ

6 
一 8 女ー－

成rn 八
、ー” 人。

） 

一 0 一四四 三 一
4〆「1 〆4「5 〆4「2 〆6「6 〆4「5 例

'fJIJ '-' 44 70 74 '-' 
卒 46 71 80 
均 75 7:J 」J 数
四 、J 、J
ムノ、 〆園、． ~ ーヒ 、＿，

。 男

成ム，、
、人_, 五

一
々
一
消

直
腸
ノ
影
響
A

大
ナ
Y

コ
ト
A

左
ノ
如
ク
前
記
五
例

ノ
直
腸
盈
朕
態
ノ
モ
ノ
エ
於
ケ
Y
距
離
ガ
著
シ
ク
大
ナ

Y

7
見
Y

モ
明
カ
ナ

y
。

時

z z z 。。亡
l'V t。
恥。

当包
＿...＿ーー旬、
完 Z。c
-::i ~ 
0 0 

思
訴
さ
諮

∞ω訴
訟
諮
思
議

欧
人
－
一
閥
ジ
ア
A

男
女
ヲ
区
別
セ
ザ
U
Y

モ
ノ
ト
シ
ア

A
E
R
Y
F
F

（
五
・
五

l
八
糎
）
、
当
乞
F
H
2

（
五
｜
六

糎）、

rzニ
話
（
ム
ハ

l
八
糎
）
等
ノ
記
載
ア

y
。
男
－
一
一
於

ケ
w
y

屯

f

ト
ジ
ア
A

左
ノ
諸
家
ノ
記
載
ア
リ
。

』.... 

F・4

卸
チ

C
号
m
o
u
（
文
献
二
ニ
例
ノ
綜
合
ニ
ア
七

l
八
糎
＼

E
S
（一二一例－一－プ六

l
八
糎
）
、
早
お
2
（
諸
家
ノ
設
ヲ
綜
合
ジ
ア
五
・
五

l
一
0
・
八
糎
）
、

臼

0
5
2
0
（N
F
E口｝
H
5・北
2a）
（
五
l
七
糎
）
凸
g
t
2
m
r
E】
】
（
七
・
五
糎
）
苧
包
括
吉
ロ
（
三
例
－
一
ア
一
二
・
玉
l
一
0
・
0
糎
）
等
ト
ス
。
石
川

氏
A

邦
人
女
一
六
例
（
四
一
！
｜
八

O
粍
）
其
平
均
六
二
粍
ト
記
載
セ
リ
。
以
上
ノ
記
載
A

直
腸
ノ
虚
盈
朕
態
ア
顧
慮
セ
Y

モ
ノ
ュ
非
ザ
レ
バ
之

レ
ア
以
ア
直
テ
ニ
予
ノ
成
績
ト
比
較
ス

Y

コ
ト
能
A
ザ
レ
ド
モ
欧
人
－
一
於
ケ
M
Y

モ
ノ

A
予
ノ
邦
人
－
一
一
於
ケ
M
Y

毛
ノ
－
一
比
シ
，
プ
此
ノ
距
離
A
概

シ
ア
大
ナ
U
F

ガ
如
シ
ト
云
フ
ペ
シ
。
初
生
児
並
－
一
小
児
－
一
就
ア
見
Y

－一左
y

如
ジ
（
第
八
十
九
表
委
照
）
o

E

g

A

初
生
児
二
例
－
一
ア
二
六
粍

第
六
巻

F『

原

著、...J

千

業

一
五

（
第
六
披

九
一
）



第
六
巻

業

F、
原

箸
L」

千

ト
一
五
ヘ
リ
ノ
O

第八十九表〔l~·t表（十一）参照〕

一
九
例
（
一
七
｜
一
一
一五
）
平
均
二
五
・
一

凶
／刷、

57 
5!) 

60 
61 
52 
ti;J 
64 
4-J. 
48 
4!! 
50 
51 
52 
53 
、，〆

見

離
（
路
）

数

，（旬向。・）

初
生
児

数

（図。・）

距

伊j

側j

ニ（お白山）

一七
l
ニ
O

。

－二
l
三
O

〈

1
M
M
W〉

三
一
l
l
三
五

（

M
おお
〉

一（一泊）

四
例
〈
二
八
！
＝
三
一
）
J
4♂

〔附表（ー）及（十一）参照〕

七 ムノ、 五 凶 ~g 

一 一 一 一 。
麟

八 ーヒ ムノ、 1i 凶 〆ー、

五 。 。 。 。 事E、＿，

一 一 ー
一 一 一 一 仰j

一 数
女男 女 男 女 男 女 男 f、、

〆ー、， 3 ヘ 〆‘、 ,..2、 1 ~』2、 －、 r、、
切口

10 I •1 45 、、J

11 、』J 12 ti 44 5 、、J ，町、
15 '-' 8 71 、ー〆
、』J D 74 九

Iii 80 歳
14 、J 以
16 下
、...... 一一。

例、、J

四 四 五 －ノL、 。
1911 
数

〆2ヘυ 4o 、〆戸、、4「1 1、!J 〆4町3、 〆ー、66 、 ，...、
21; 21 ＝当

24 、切J 27 6!J 22 45 25 7り
。
、J

30 、、J 、...... 、J 47 29 73 f「、、， 、...... 、ー” 、....... 四。
歳
以
上
一
九
例
'-' 

第九＋表

一
五
一
二

（
第
六
時
蜘

九二）

直
腸
盈
時
ニ
ド
氏
腔
底
ガ
押
上
グ
ラ

y
、
コ
ト

A

肱
ニ
諸
家
ノ
記
載
－
一
モ
見
Y

慮
ナ
リ
。
的
チ

Q
p
g
o
ロ
ニ
ヨ
レ
バ
男
－
一
－
プ
山
普
通
七
乃
至
八
糎
ナ

一
O
乃
至
一
二
、
五
糎
二
議

Y

モ
直
腸
盈
時
－
一
A

ス
w
y

コ
ト
ア

y
ト
云
ヒ
、

rz－
u・
当
h
f
E
s
d・ニ

了
五
乃
至
二
糎
丈
ケ
押

uv
上
グ
ラ

Y
卜
云
ヒ
、

C
H
E
］ユ
y
m
p
g
ニ
ヨ
レ
バ
男

ヨ

Lノ

バ
直
腸
設
時
ニ
A

－一－
Y

A

此
ノ
距
離
A

普
通
A

七
・
五
糎
ナ
U
F

モ
直

一
・
二
糎
ニ
増
大
ス
ト

腸
盈
時
ユ
A

一
O
乃
至
一

一
宮
ヘ
リ
。
乙
zbE戸
（

N
E
ご
但
の
ご
日
訟

o
－
5
・
A
J
J
J1
F

－LO

u
・2）

一
ヨ
レ
バ
碇
腸
致
時
－
－
A

ド
氏
膝
底
A

四
糎

丈
ケ
押
シ
上
グ
一
プ

Y

、
事
ア

9
ト
云
へ

y
。

Q
F
Z
oロ
エ
ヨ

V

バ
ド
氏
腔
底
A

腸
慨
盈
時
－
一
－
押

シ
下
グ
ラ

Y

、
程
度
ヨ
リ
モ
、
直
腸
盈
時
－
一
押
シ

上
グ
ラ

Y

、
程
度
ノ
方
ガ
大
ナ
リ
ト
モ
云
へ

y
。

予
ノ
例
－
一
於
ア
モ
前
述
ノ
如
ク
男
女
共
斑
腸
盈
時

ニ
A

ド
氏
膝
底
A

著
ジ
ク
上
昇
シ
、
平
均
五

O
粍

内
外
ノ
距
離
ガ
八
五
粍
三
増
大
セ

Y

ヲ
見
Y
υ

又 叉



出コ
－
b
（
男
）
由
一
一
於
ア
A

直
勝
勝
脱
共
－
一
可
成

y
膨
満
セ
y
d
μ

其
ノ
距
離
A

玉

O
粍
ニ
ジ
ア
男
ニ
一
於
ケ
U
F

平
均
距
離
ヨ
P

A

僅
カ
ニ
大
ナ
リ
ノ
。

説
。

g
z出
－
一
ヨ
レ
バ
直
腸
虚
ト
雄
三
批
門
ト
川
氏
膝
底
間
ノ
距
離
A

男
－
一
－
プ
A

五
・
玉
糎
以
下
ナ
Y

A

ナ
シ
。
只
一
例
ノ
中
年
男
子
ニ
シ
ア
一

異
型
ト
毛
云
ア
ペ
キ
モ
ノ
ニ
一
糎
ア
算
ス

Y
－
一
過
ギ
ザ
Y
毛
ノ
ア
見
タ
リ
ト
云
ヘ
タ

y
。
予
ノ
例
－
一
於
－
プ
A

最
低
位
ノ
モ
ノ
ト
シ
ア
此
距
離

ガ
三

O
粍
（
男
）
及
ピ
三
二
粍
（
女
）
ノ
モ
ノ
ヲ
各
一
例
宛
－
一
認
メ
タ

p
o
p
p
mミ
ニ
ヨ
レ
バ
老
人
（
男
）
一
例
－
一
於
－
プ
ド
氏
腔
底
ガ
骨
盤
底
ノ
高

千
ノ
ニ
建
セ

Y
モ
ノ
ヲ
見
タ
リ
ト
云
ヘ
ソ
。

年
齢
的
関
係
ヲ
見
Y

－
一
男
女
共
老
齢
者
ニ
此
ノ
距
離
ガ
大
ナ
Y

モ
ノ
多
キ
ガ
如
キ
傾
向
ア

9
。

（
ヨ
＝

ω
O”
ω
少
ち
W
C
U
）
ヲ
除
外
ス

Y

モ
此
ノ
関
係
A

依
然
タ
リ
。
旬
。
由
主
ロ
－

JFEoE

大
ガ
一
腰
々
来

y
、
震
メ
ニ
此
ノ
距
離
ガ
増
大
ス

Y

コ
ト
ア

y
ト
云
ヘ
リ
。

（
第
九
十
表
塞
照
）
直
腸
膨
満
セ

Y
五
例

ニ
ヨ
レ
バ
男
子
－
一
－
プ
A

老
齢
者
－
一
蹴
護
腺
肥

（尺1生ハiO

一

サ

一

側

一

高

一

一

左

一

同

ル
腹
膜
機
嫌
線
／
雨
側
ノ
高

7
1
一
l
i
l
i

－

－
側

一
O

一

高

ド
氏
庖
／
直
腸
前
媛
＝
於
ケ
一
右
一

6

－
同

上
下
如
何
ナ

ル
比
品
分
ツ
カ
下

一

1

1

1

叶
氏
腔
底
ρ

直
腸
品
目
撃
部
ヲ
上
一
日
・

2

7

干
一

1

1

1

上
一

3

2

4

va
－o
 

司

A

E

ο
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岡高
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玄同

F

寸リ

り

U

同
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15 
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:1 : 1 

2 1 

2 . 1 

2・1

3 . 1 

1 : ] 

ゆ

“ 

不明

．， 
’J 

;;5 

:,!I) 

26 

35 

'.,!() 

20 

60 

55 

15 

35 

40 

表附

．，．， 
け占

4;; 

•Ji) 

9・3

40 

80 

40 

4,j 

ー，
/;_) 

50 

70 

，コ

f虎

4 

6 

IO 

13 

番

I 

8 

。

10 

20 

11 

14 

第
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血
管

F『

原

著
l...J 

--f 

業

] : 1 62 --/•.) 2:J 

20 40 4 I －， 
~ 3il ,J;J 25 

ミ丘

30 

20 

2 : 1 

1 . ] 

2 

1 ' 1 

:J,) 

50 

。，J

65 

26 

27 
〈
第
六
競

•JD 2 . ] 2: 1 

10 J ・J 1 . 1 

25 リり． 
” 

2 : 1 

4 : 1 2 : 1 

60 

』0

｝
 
｛
 

山リリ

80 40 

7り90 41 

60 ・t.! 

リヲ4;_; 
九
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〔附表（十二）参照〕

ド氏腔底ョヲ上方／直麟
7長サト之ヨリ下方／直
腸ノ：長サトノ比

第九＋ー表

2け15 :I : I I －~• 
．，ふ

4 ' 1 17 ・1・・1・~d 

斗・，

~；.： 

:! ' 1 ·•:j 

原:l : 1 

著:l : 1 :l3 

ヨ｛｝

:lll 
千

業
:l ' 1 

コ： 1

:l ' 1 

:l ' 1 ・1・’υd  

41 

56 

‘IK 

30 

51 司王l+lilJJ-;-
｜女男｜女｜男｜女｜男｜女｜男｜女｜男

四五

例主サ準サ事雪型空

日： 120 5:! 数

（
%
。
〉

:!Ii 

.;o 

リ2

i),, 

;:,4 

55 
（
成
人
二
五
例
）

（
引

4
〉

（
7
山
田
訂
〉

（
川
町
匂
山
知
付
制
）

、。dτ
』
刈
官
民

a
n
u
F九リ
“

リ

’

r

I

’I
T
4
2
2
2
、

（叫叩〉

〈

5
8
U
M
｝

（

4
）
 

（

M
M
）
 

（

2
）
 

1 ' ] 

1 : 1 

;jリ

:l : 1 

1 : 1 

l 

1 ; ] 

－，ー・リ＂＇

30 

57 

58 工［~GJ~I~［－ 5¥J 仰l

25 

30 

62 

1 : 1 '27 63 

3 . 1 20 64 

一
五
一
四

（
第
六
時
蜘

九
四
）

F
民
腔
底
ノ
直
腸
Z

劃
ス
ル
位
置
的
関
係

一
、
ド
氏
膝
底
A

直
腸
全
長
ア
上
下
如
何
ナ

y
比
二
分
ッ
部
位
－
一
ア

Y
カ

成
人
及
ピ
初
生
児
並
ハ
ド
氏
膝
底
A

直
腸
ヲ
上

ノ
二
分
ト
下
ノ
一
分
ト
ノ
比
－
一
分
ッ
部
位
－
一
ア

Y

毛
ノ
比
較
的
－
一
多
ジ
ト
ス
。
之
レ
二
次
デ
腰

々
見
ラ

y
、
モ
ノ
A

直
腸
ヲ
上
下
等
分
－
一
分
ツ

（
第
九
十
一
表
盛
照
）

60 

61 

第
三
項

部
位
－
一
ア

Y

モ
ノ
ト
ス

（
本
項
A

附
表
十
二
委
照
）

日て仁l竺小
児
二
例

（汎）

コ4
8
9
り

1
3
4
1
S
U
リ

8
J

f
4
4
4
5
5
5
5
8
8
5
2

、

数

（出
0
・
〉

（
幻
国
印
引
山
田
〉

（叫
J
N
ω

凶
）

。。〈



第九＋二表〔附表（十二）参照〕

成人28例 ド氏腔底ヨリ上方ノ直腸骨盤部ノ長サト之ヨリ以下ノ
直腸骨盤部ノ長ザトノ比

四三 l二一 - ＇八 ーヒ t-、 一 上
，，、 。 方
準t ;it,' 準t 聖書 重苦 封 主T 遣す 警告 封－

下

一 一 一 一 一 一 一 方

一 一 五 四 五 'WIJ 一 一
，圏、、 〆－、 ，、、 数

〆－、 〆－、 〆4町、 （ ，，....、 fヘ 〆問、
4δ 2 。 8 ; 》 11 日

~ 、、d 、』J 、＿，
I:~ 、・〆 2.) 14 2;1 10 
、＿， 」J ];) 20 27 、””r「

女43 20 、J 、、J
〆4角0、 （ 

、J 、、J
41 
、＿，，

〆ー、 ，...、
42 '-' 46 男、＿， 、』＿，

二
、
ド
氏
路
底
ハ
直
腸
骨
駒
市
部
全
長
ヲ
上
下
如
何
ナ
Y
比
二
分
ッ
部
位
ニ
ア

Y
カ

ロ
・
氏
腔
底
ヨ
η
ノ
上
方
－
一
ア
Y
直
腸
骨
盤
部
ノ
長
サ
ト
之
レ
ヨ
リ
ノ
下
方
－
一
ア
Y
直
腸
骨

盤
部
ノ
長
＋
ノ
ト
ノ
比
ヲ
見
Y

－
一
上
一
割
下
一
乃
至
上
三
割
下
一
ノ
問
ニ
ア
Y

毛
ノ
比
較

的
多
数
ヲ
占
ム
。
ト
ご

2
7－
巧

prs・2
一
一
ヨ
レ
バ
ド
氏
院
底
A

直
腸
骨
盤
部
ノ
下
三

分
ノ
一
ノ
上
界
ニ
ア
リ
ト
云
へ

y
。
卸
チ
之
レ
A

予
ノ
場
合
－
一
於
ヶ

Y
上
二
封
下
一
－
一

匹
敵
ス

Y

モ
ノ
ナ

9
0
（
第
九
十
二
表
盛
照
）

第
四
項

F
民
腔
ノ
腹
膜

一
、
ド
氏
腔
底
－
一
於
ヶ
Y
腹
膜
ノ
直
腸
前
面
－
一
於
ケ
Y
鱗
特
線
ノ
経
過
版
態

此
腹
膜
郁
轄
線
A

下
方
ニ
凸
面
ヲ
向
ケ
タ
Y
弧
ヲ
潟
ス
モ
ノ
ナ
U

F

J

刀
、
業
ノ
弧
ノ
朕

態
ニ
ヨ
リ
ア
ド
氏
睦
ノ
下
部
A

或
A

漏
斗
朕
ヲ
ナ
シ
、
或
A

其
ノ
底
ガ
比
較
的
左
右
－
一

葉
キ
間
隙
腔
ヲ
ナ
ス
コ
ト
ア
リ
。
且
ッ
此
ノ
郁
轄
線
ガ
潟
ス
弧
ノ
左
右
ノ
部
分
ノ
経
過

ガ
不
平
等
ユ
シ
ア
或
A

右
側
ガ
長
キ
コ
ト
ア
リ
ノ
。
或
A

左
側
ガ
長
キ
コ
ト
ア
リ
ノ
。
或
A

右
側
ガ
一
横
ニ
水
平
－
一
近
ク
走
η
ノ
、
左
側
ガ
斜
上
方
－
一
走
Y
等
種
々
ノ
状
態
－
一
ア

y
。
弧

ノ
左
右
爾
側
－
一
於
ケ
Y
部
分
ガ
直
腸
前
面
一
一
在

2
ア
、
腔
底
ヨ
リ
ノ
幾
何
ノ
高
ナ
－
一
迄
達

ス
M
F

毛
ノ
ナ
グ
カ
ヲ
調
査
セ

Y

ュ
左
ノ
如
キ
結
果
ヲ
得
夕
日
ノ
。
（
成
人
及
ピ
小
児
二
三
例
調
査
）

「
左
右
ノ
高
サ
ガ
二

O
粍
以
上
ノ
モ
ノ

ー
ム
左
右
ノ
高
サ
ガ
殆
ン
ド
同
ジ
モ
ノ

戸
左
右
ノ
高
ナ
ガ
前
二
者
ノ
中
間
ニ
ア
Y

モ
ノ

第
六
品
位

P園、
原

著
'-' 

葉

千

（
本
項

附
表
（
十
一
二
）
牽
照
）

七
例
三
例

一
三
例
（
内
小
児
二
例
）

一
五
一
五

（
第
六
時
蜘

九
五
）



第
六
巻

F、
原

著

Il 
／’＿.....』ーーーー－、
左左右
右側側
イ則ガガ
同高高
高キキ
ノモモ

毛ノノ

ノ

千

葉

岡高40 8 

同高35 40 

3上40 30 J,j 

20下30 2f> 30 

二
一
例
三
例
（
内
小
児
一
例
）

八
例
（
内
小
児
一
例
）

10下

18下

13上

5上

12下

］；）下30 40 20 

3下30 20 18 

一
五
一
六

25下

20下

10下

〈
第
六
競

rn1'" ;j::J 40 10 

九
六
）

5上

10上

5上

10下

岡高

上方

一
直
線
距
灘

（

粍

〉

一

一
ド
氏
股
底
ヨ
リ
撮
談
腺
基
民
迄
ノ

一

一
日
上
方
＝
ア
ル
寸
ヲ
示
ス
）
（
粍
）

一

り

一
ノ
関
係
（
上
ト
ハ
底
ガ
謄
写
経
ヨ

一
行
中
町

一
一
い
氏
腔
底
ト
後
腹
留
守
篠
ト
ノ
高
サ

一
：
例

1

一

一

｜

（

粍

）

一

一
＝
一
ル
ド
氏
股
入
口
／
前
後
径
一
叩
川

一
並
一
級
壌
中
央
ノ
高
サ
ユ

於
ヶ
一

一
径
一

l

a

w

－刊一

一
町
一
ル
ド
氏
股
入
口
／
様
径
一

m

m

m

一
腔

一
一
獄
援
中
央
／
官同
サ
＝
於
ケ

一

一
氏
サ
一
距
難
（
深
サ
）
（
粍
〉

ド
一
深
一
級
袋
／
中
央
ヨ

p
底
迄
／

40 

13 

45 

45 

211下

15 

55 

40 

45 

20 

30 

,,-
，.，，』

::15 

50 

:l::i 

35 

30 

55 

30 

30 

CJO 

20 

23 

30 

5 

。
亀J

35 

22 

12 

" ．， 

A
V
 
1
 
30 

20 

（＋三）

直腸一子宮被援

軍を達程度

（＋）（ー）（＋＋）
有無著
7 '1 明
示示ナ
ス λJレ

事
ヲ

刀て
ス

( +) :o 
左右｜
（ー）（＋）！

c + > i v .s I 
I w.s l〔JI[.JV)s; 
!o .111）同j(Jf・IT )S 
c +) lo . :nsl 
（叩~H I 

]_ S I ー

（直腸前暖ノ半、l
パニテ消失ス）I 

不明 l不明
ii s I 
1[. JV)Si(ll If )3 

｜｜  
i(Jl[.JV)Si 

! K .s I 
・cm. iv )SI 
11 s I 

1°1 w )"I 

鍛
撲

終
Jレ

部

於
ケ

（右側）（左側I)

ル
骨
盤
後
壁
／
高
サ

表

t皮

附

番

I )SI（］［・日）丹

][ ,:-; 

2 

3 

V円4 

（＋＋） 5 

（＋＋） 6 

I只7 

（＋＋） 

左右
（＋）（一）

（＋）不著明

8 

10 

9 

lf s I s 

（＋） 

左右
（＋＋）（＋） 

（＋＋） 

11 

12 

13 

.n: .s 14 

（＋〉15 

（＋） 

｜ （＋） 
左右
（＋）（一）

｜（＋） 

16 

li 

l!J 

20 

I 8 

（ー）

（＋） 

（＋） 
巾央絞虫H
左右
（一）（＋）

（一）幅4

左右
（＋＋）（＋） 

（＋＋） 

。’l

24 

2!) 

:::o 

25 

26 

27 



1 （＋） 20下 一
82 不明 （腹17中下央） 一
31 。＋）幅5 I S :n: s 12 3下

38 （＋＋） 18 下方

28 （左一） 〈右＋） I S 21 16下

53 （一） 9下 一
54 （ー） 15下

55 左右 薦骨ill甲 30 11下 一（＋＋〉〈ー）

56 左 右 I s 12 2下
（一）（＋）

59 （ー〉 11下 一
61 （ー〉 2下

63 （ー） 2下

64 （ー） ]3下

40 20 

41 22 

42 20 

43 同高

44 35 

45 中央

、
46 20 

, , 崎由 同 唱曲 u，白
，、. d 唱

No.H」－3~） 戸成人〈女） No.~！~－1~~ 初生児（男（女）No. ノ、小児 No. 成人 ） 

但シ配列順エヨル

e
y
A
之
レ
ト
全
ク
反
セ

Y

モ
ノ
ガ
多
数
（

一
例
中
六
例
）
ヲ
占
ム
。

（
第
九
十
三
表
委
照
）

第
六
巻

F『
原

千

葉

善
、~

以
上
ヨ

y
見
Y
時
A

腹
膜
ガ
直
腸
面

ヲ
被
包
ス

Y
部
分
A

右
側
一
一
於
－
プ
A

左

側
ニ
於
ケ
Y

ヨ
リ
モ
直
腸
－
一
添
フ
ア
高

キ
部
分
迄
建
ス

Y

ヲ
知
y
。
蓋
シ
直
腸

A

此
部
位
－
一
於
ア
多
ク
A

左
方
－
一
向
ヅ

－
プ
凸
曲
ヲ
遺
η
ノ
従
而
其
ノ
左
側
ヲ
被
ア

腹
膜
A

之
レ
ニ
一
伴
ァ
ア
下
9
、
右
側
ヲ

被
ア
部
ガ
上
Y

－一ヨ
w
y

ナ
ラ
ン
。

二
、
直
腸
子
宮
鍛
壌

（
イ
）
、
設
建
程
度
並
Z
有
無
－
一
就
，
プ

見
ル
ュ
成
人
－
一
一
於
－
ア
A

左
右
共
存
在
ス

Y

毛
ノ
ガ
多
数
（
一
七
例
中
九
例
）

ヲ

占
ム

ν
ド
モ
、
初
生
児
及
ピ
小
児
ニ
一
於

一
五
一
七

〈
第
六
時
抗

九
七
）



〔附表（十三）参照〕

第
六
容

雛
獲

（ー）（ー）｜三三位三）｜竺竺｜亙

左右左右左右1玉右

F司

原

著...... 

千

葉

ムノ、

（日

l
m円
山
川
悦
）

一
五
一
帆

（
第
六
時
抗

九
八
）

第丸＋三表

例

数

（げ向。・）成人一七例

：キ印ノ、小児

V付

言「 i

九

、。hua峰
A
e汁
リ

R
り
円
d
Q
O
d峰
A
P
D
S官

J

F

T

E

A

唱・4
司
且

Q
4

・、

骨盤後劃成 人｜ (25例） ｜ 初生児及ピ小児

／高サ｜左側｜右側［左側｜右側
薦骨｜ I j1(No.日）；

I s / 2cNo.山。｜ l(No. 7) J1 (No江戸）11(No. 75) 
〔I][ )sJ 2 c2. i) i - ¥ i 

][ .s I 1例 13(13.14. 24)1 

c 1. nr )sl 1 (6) l3c2. 6. 15) / 
E 川2(14.叫（3.26) I - I 
(:ur .w） ~I 1問 4(0.20.25.州－ I 
E円 I1 (5) ：一｜－｜
I 1 (4) I 1 (4) [ - I 

I 2例 I 3例

、FJ 
、
》t
 

，j
U
 

”
 

ヤ
ρ
 1
 
、FB．
 

f
t

、
O／
－
 

五

（

3
m
m幻
M
凶
〉

〔附表（十三）参照〕

14例

（

H
一
川
〉

〈

日

）

第九十四J表

11例

（
ロ
）
、
敏
襲
端
ノ
骨
盤
後
壁
－
－
於
ケ
ル
絡
駒
ノ
高
サ
－
一
関
シ
－
プ
A

之
レ
A

多
ク
A

左
右
不
同
ナ
リ
。
郎
チ
左
右
岡
高
三
一
例
（
子
ム
ゅ
の
）
左

右
不
同
高
七
例
（
%
。
・

p
？
ブ
】
一
y

z
－

Ca
ほ
）
ナ

y
d
N
如
ジ
。
初
生
児
及
ピ
小
児
二
杭
－
ア
A

此
ノ
開
係
ヲ
明
確
ニ
調
査
ス

Y

コ
ト
不
可
能
ナ

y
。

只
小
児
一
例
（
出
4

・
2
）
ニ
ア
A

左
右
不
同
高
ナ
Y

ヲ
認
メ
タ
リ
ノ
。

（
二
、
左
右
撤
襲
ガ
骨
盤
壁
ノ
何
レ
ノ
高
サ
エ
建
シ
テ
絡
ル
カ
ヲ
見
Y

二
、
概
ジ
ア
左
側
A

高
キ
↑
一
達
シ
、
右
側
A

之
レ
ヨ

y
低

v
o
而
シ

ア
右
側
二
一
於
－
プ
A

第
二
薦
骨
以
下
第
三
、
第
四
雨
薦
骨
ノ
界
二
至
Y
間
二
在

2
プ
骨
穂
後
壁
－
一
一
終
w
p

モ
ノ
多
キ
ヲ
知
y
。
初
生
児
及
ピ
小
児
－
一



於－ア
A

成
人
－
一
於
ケ
Y

ヨ
リ
毛
葉
ノ
終
結
A

梢
々
高
キ
ガ
如
シ
。
卸
チ
第
九
十
四
表
ノ
如
ジ
。

故
人
ニ
闘
シ
ア
A

ニ
ヨ
レ
バ
種
々
ノ
高
ナ
ナ
レ
ド
モ
普
通
第
二
薦
骨
ノ
高
サ
ト
シ
、
手
。
｝
E
5
8
3、

」「〉戸担口一】－
C
F

A

一
七
例
ニ
就
e

ア
第
二
、
第

三
及
ピ
第
四
薦
骨
ノ
高
＋
ノ
ノ
間
一
一
至
Y
ト
ジ
、

4
1
5
7
一3
・2
・
ニ
ヨ
レ
バ
第
三
薦
骨
ノ
高
サ
ト
シ
、

ZL

U
F

ト
セ
リ
ノ
。
而
シ
ア

－F戸
百
古
川
二
例
司
一
一
於
ア
直
腸
ノ
額
面
上
習
曲
ト
一
定
ノ
関
係
ア
M
Y

ヲ
見
タ
リ
ト
ア
日
ク
直
腸
ガ
左
右
凸
曲
ヲ
形
成
セ
U
F

場
合
ニ
ハ
本
触
接
ノ
右
側
ガ
短
ク
シ
－
プ
且
ツ
急
ユ
昇
リ
ノ
、
左
側
A

水
平
－
一
近
ク
走

1
7且
ッ
長
シ
。
若
シ
直
腸
ガ
左
方
凸
曲
ア
ナ
ス
時
－
一
三
削

者
ト
反
封
ノ
状
態
ヲ
呈
ス
ト
。

〔附表（十三）参照〕

一 一一 一四 五 九
五 ｜サ
四 一 一 一 f「

一 一 粍。四 l¥ -;-、 。、、J
一一

一 四 一 五 五 ； 六
例

一 一 数
〆圏、 〆問、1胸6、 ,.-7 、 f「 G 、 〆町3、 な｜2 持 ~ 、、J 12 22 15 5 10 、．』J
、＿，
29 、、J 14 6 JI 成
19 30 24 20 人
、J 17 25 26 

，，.、
、、，， 」J 27 一、＿， i丘

例
、J

。。一 一 一 ー一 一
i”b己、 〆2問8、 r、 f‘、

l* 31‘ 、＿， 、』.；
33 56 
、』J 、．〆

見〆・、
4降

、，，，

第九＋五衰（
ロ
）
前
後
径
、
（
第
九
十
七
表
昼
照
）

第
六
巻

F『
原

業

著
lo...J 

千

第
五
項
ド
民
腔
ノ
廃
品
リ
並
－
－
深
サ

一
、
子
宮
後
壁
ニ
於
ヶ
Y
直
腸
子
宮
被
援
ノ
中
央
勤
ヨ
リ
ノ
ド
氏

睦
底
迄
ノ
深
サ

直
腸
子
宮
鍛
援
A

子
宮
後
面
－
一
起
！
プ
左
右
目
一
走
リ
ノ
ア
骨
体
壁

ニ
至
Y

毛
ノ
ナ
M
F

ガ
、
之
レ
ニ
ヨ
リ
ノ
ア
ド
氏
腔
A

上
下
－
一
分
タ
U
F
O

愛
－
一
軍
－
一
ド
氏
腔
ト
稽
ス
町
二
此
ノ
下
部
ナ
Y
袋
朕
ヲ
ナ
セ
M
F

部

ナ
リ
ノ
。
成
人
及
ピ
初
生
児
－
一
於
ケ
Y
計
測
ノ
結
果
A

第
九
十
五
表

ノ
如
シ
。
（
本
項
A

附
表
（
十
一
二
）
奉
照
）

一
一
、
川
氏
路
ノ
直
腸
子
宮
鍛
壌
中
央
部
ノ
高
＋
ノ
ニ
於
ケ

Y

口

f竪
（
イ
）
構
密
、
（
第
九
十
六
表
牽
照
）

一
五
一
九

〈
第
六
裁

九
九
）
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第
六
巻

〔附表（十一）参照〕第九＋穴表

F可

原

警
L」

千

業

一
五
二

O

一O
O）

成
人
一
八
例

例
数
〈
出
0
・）

？
印
ハ
小
見
〉

（
第
六
時
蜘

〔附表（十三）参照〕

一
前ド！

一 ー 後氏
径腔
入

一 一 ♀口五 。 、d I 
一

一 一

，－邑、 〆句2、 .gtj 

7 ・・2> 

数13 4 
、J 6 ，...、

8 ヨ
10 、J
11 
14 

成15 
20 人

〆ー、
25 一
26 ム，、
27 例、...，， 、』d

四

（

V
3
日
日
〉

第九＋七表

四

（

2
4
7
U）
 

以
上
（
一
）
及
ピ
（
二
）
ア
通
費
ス

Y

ニ
ド
氏
腔
ノ
深
骨
ノ
A

屍
ノ
異
Y

ニ
従
ツ
ア
甚
ダ
ジ
ク
業
ノ
深
浅
／
度
ヲ
異
－
一
セ

Y

モ
ノ
ナ

y
。

口
ノ
庚
サ
A

左
右
筏
A

庚
ク
シ
ア
、
前
後
径
A

甚
ダ
狭
シ
。
故
ユ
其
／
内
陸
A

前
後
三
属
腿
セ
ラ

ν
タ
u
y

間
隙
ト
毛
云
プ
ペ
キ
ナ

y
。

文
献
ユ
徴
ス

Y

－
戸
川
町
氏
腔
ノ
深
サ
ニ
開
シ
ア
A

匂
C

コ
コ
2
3
（hu・
5
口一－

『』
422・
）
－
一
ヨ
レ
バ
其
ノ
入
口
ノ
横
径
三
ニ
・
五
糎
ト
セ

y
o
p
S
2

A

一
例
－
一
－
プ
葉
横
径
六
糎
、
深
サ
三
糎
ノ
モ
ノ
ヲ
見
タ
リ
ト
云
へ

y
。
小
児
エ
一
炉
、
－
7
A
H
P
L
｝
子
2
・（
N
E
・
5
各
国
ロ
－
5
・E
E］）
A

一
例
ニ
於

・
プ
英
入
口
横
径
二
・
二
糖
、
前
後
径
ヲ
二
・
五
糎
ナ
M
F

ヲ
見
タ
リ
ト
云
プ
。
匂
主
主

z－

drEで
υ，2
・－
一
ヨ
レ
バ
ド
氏
膝
ノ
深
ナ
A

成
人
－
一
ア
A

三
乃
至
五
糎
ト
ナ
シ
、

L
0

2

5

2

A

三
乃
至
四
糎
ト
セ
リ
。

第
六
項

F
民
腔
底
ノ
後
腔
曹
窟
Z
劃
ス
ル
位
置
的
関
係

成
人
－
一
ア
A

げ
「
氏
膝
底
A

後
腔
脅
窟
ヨ
η
ノ
モ
下
方
－
一
ア

Y

モ
ノ
大
多
数
ヲ
占
ム
。
（
第
九
十
八
表
套
照
）
而
ジ
－
プ
其
ノ
程
度
－
一
就
ア
見
M
Y

－－

第
九
十
九
表
ノ
加
キ
モ
後
腔
脅
箆
ヨ

y
下
方
膝
底
迄
ノ
距
離
ガ
甚
ダ
ジ
キ
A

三
五
粍
ヲ
算
シ
、
川
川
氏
膝
底
A

腔
ノ
中
央
迄
遼
ス
（
%
。
・

8
Y
コ

五

（

6
M
は
お
幻
〉

業
ノ
入

ト
ア
リ
ノ。

叉
膝
底
ガ
後
腔
常
陸
ヨ
η
ノ
上
方
－
一
ア

Y
場
合
－
一
一
於
－
7

A

最
モ
高
キ
モ
ノ
－
一
ア
A

雨
者
f

距
離
一
一
五
粍
ヲ
算
ス
。
之
レ
ヲ
要
ス

Y

一戸

五．

（

5
8
9
別
加
）



川
氏
膝
底
A

後
臆
湾
箆
ヨ

y
モ
上
方
へ
一
五
粍
ヨ

p
下
方
へ
三
五
粍
ノ
問
ア
上
下
ス
レ
ド
モ
概
シ
ア
云
フ
時
川
上
方
へ
ノ
距
離
A

下
方
へ
ノ

距
離
ご
比
ジ
－
プ
大
ナ
Y
例
多
数
ナ
リ
。
（
本
項
A

附
表
（
十
一
二
）
塞
照
）

第
九
＋
八
表

〔附表〈十一二）参照〕

雨 之 リドiノド｜

者
ヵ－ モ氏

係関腔氏
上 下方腹底

同 カ 底

守I司主・ 一 ュil ト

ア
在ノレ後腔 後臆ノ Yレ

モ
モ
モ／1寧審． 喜ノ

ノ ヨ ト

一，，、 五
例

f「4 〆肉6、 f「l 

5 10 2 
25 Jl 。 数
、J 20 7 
24 日 〆曲、

26 。属
27 12 、J

30 13 
、....，， 14 成

}.') 人
16 
l7 一一l9 ムノ、
22 例
29 
、、J

第
九
十
九
表

〔附表（十一一一）参照〕

十 一 一 雨

者間五 氏
'WIJ 腔〆町、 一一一

ノ
底

五 。。。定、J両車If ヵ－
後

一
臆陸霊童

五
，，、 五 例、....，，

平 〆’、 〆1由6、 〆「1 〆2ヘ2 
均
2 ヨ、....，， 、、J tぞ，》 29 

数 リ
ム 7 8 

下方
ノ、

日 15 r、、
12 19 ~ 粍 13 ‘、....，， 、、J ア
14 Jレ
17 

合場、、J

← 一 一七
f91J 。。 五 例 ヲドl，.....、 lo 、 〆町6、 日氏

20 11 敏
上陸

、、、J 24 方底

:Ii 26 ......., ＝ガ
、J 17 z 在後
平 、、..； 0 Jレ燈
均 l」ノ

令場嬢建雪
A 
粍

川
氏
腔
底
－
一
一
於
ケ
Y
腹
膜
ガ
子
宮
頭
部
以
下
並
ニ
腔
寄
窪
部
司
ノ
モ
被
フ
コ
ト
ア

Y

A

周
知
ノ
コ
ト
ナ
Y
ガ
後
躍
脅
薩
部
ヲ
被
フ
範
国
二
関

シ
ア
A

旬
。
由
主
戸
当
乙
P
12
ニ
ヨ
レ
バ
此
腹
膜
都
轄
部
A

後
腔
常
陸
ヨ
リ
下
方
一
・
五
乃
至
二
糎
－
二
連
ス
ト
云
ヒ
、

P
2ニ
ロ
民
－
一
ヨ
レ
バ
腹

膜
A

腔
ノ
上
部
四
分
ノ
一
司
ノ
被
プ
ト
云
ヒ
、

F
50r
rp
c
zコごいロ江戸
p
g
ニ
ヨ
V

バ
其
レ
ガ
腔
上
部
ヲ
被
プ
ト
云
へ

Y
如
ク
間
々
ノ
記
載
ヲ
見

y
。
初
生
児
二
就
ア
見
Y

－
一
調
査
例
ノ
凡
ア
（
一
二
例
）
－
一
於
テ
ド
氏
腔
底
A

後
麿
寄
蔭
ヨ
リ
ノ
モ
下
方
－
一
ア

y
。
而
シ
ア
雨
者
間
ノ
距
離
A

一一

乃
圭
一
七
粍
ト
ス
、
又
小
児
二
例
－
一
就
ア
見
Y

毛
何
レ
モ
ド
氏
腔
底
月
後
腔
湾
径
ヨ
η
ノ
下
方
－
一
在

y
ア
一
六
粍
及
ピ
一
七
粍
ナ
Y

ヲ
認
ム
。

葉
ノ
内
ノ
一
例
（
ど

ωω
）
λ

臆
ノ
中
央
－
一
達
セ
叶
ノ
。

之
レ
－
一
由
ツ
ア
観
レ
バ
初
生
児
二
一
於
－
7
A
成
人
－
一
比
シ
ド
氏
膝
底
ガ
後
腫
湾
座
－
一
封
シ
－
ア
低
位
－
一
ア

Y

コ
ト
多
シ
ト
云
プ
ペ
シ
。

N
E山CHar－

ニ
ヨ
レ
バ
初
生
児
ニ
一
於
－
プ

A
腹
膜
A
後
腔
寄
篠
ヲ
被
ヒ
、
時
ト
シ
ア

A
陸
上
竿
部
ヲ
被
ァ
。
屡
々
腔
ノ
上
部
三
分
ノ

三回
A

－
第
六
倉

F『

原

著
w 

千

葉

一
ヨ
ノ
被
フ
コ
ト
ア

一
五
二
一

（
第
六
時
蜘

一
O
一）



第
六
品
位

F『

康

箸

千

業

一
五
一
二
一

〈
第
六
強

一O
ニV

リ
。
三
ヶ
月
胎
児
（
一
例
）
ニ
ア

A
腔
ノ
上
四
分
ノ
三
ァ
被
へ

Y
ヲ
見
、
他
ノ
一
例
－
一

4
7
A
其
上
宇
部
ヲ
被
へ

Y
ヲ
見
タ
ク
ト
云
ヘ
リ
ノ
。

C
2
2

一
ヨ
レ
バ
初
生
児
ニ
ア
一
例
A

子
宮
頭
部
ヲ
被
ヒ
、
他
ノ

一
例
－
一
ア
A

腔
上
部
ヲ
被
フ
コ
ト
八
粍
ヲ
算
セ
ソ
ト
云
ヘ
リ
コ

第
七
項
直
腸
勝
脱
寓
底
ノ
掻
護
腺
エ
劃
ス
ル
位
置
的
関
係

寓
底
ノ
掻
護
腺
Z
劃
ス
ル
位
置
－
一
関
ジ
－
ア
A

成
人
七
例
ニ
就
－
ア
見
Y

ニ
左
ノ
加
シ
。
（
附
表
（
十
一二
）
塞
照
）

「
窓
底
d
N

擁
護
腺
ノ
中
央
－
一
一
連
ス

Y

モ
ノ

～
需
底
ガ
嬬
護
腺
ノ
基
底
部
－
一
達
ス

Y

モ
ノ

ぷ
曲
底
ガ
描
護
腺
ノ
基
底
部
ヨ

y
上
方
－
一
ア
Y

モ
ノ

ザリ{Jlj 」二

O
l二
二
粍
上
方
四
例

三

二

五

粍

上

方

一

例

C
22

A
六
例
－
一
一
於
－
プ
寓
底
二
輪
護
腺
基
底
乃
至
左
右
輸
尿
管
開
口
部
ノ
結
合
線
上
方
一
糎
ノ
間
ニ
ア

y
ト
ジ
、

A
文
献
上
ヨ

y

見
ア
寓
底
A

婿
護
腺
基
底
ヨ

y
下
方
－
－
下
－
フ
ズ
ト
セ
凶
ノ
。

E
三
岳
山F

ニ
ヨ
レ
バ
寓
底
A

左
右
轍
尿
管
関
口
部
ノ
結
合
線
迄
下
降
ス
ト
云
ヒ
、

H
－

Z
｝
ニ
ヨ
乙
L
345－
ニ
ヨ
レ
バ
宮
底
A

揖
護
腺

一一
割

シ
－
プ
葉
ノ
基
底
ヲ
上
方
－
一
走
U
Y

コ
ト
一
乃
至
了
二
糎
ノ
部
迄
下
降
シ
、
左
右
轍
尿
管

開
口
部
ノ
結
合
線
－
一
割
シ
テ
A

之
レ
ヨ

9
0
・
玉
乃
至
一
・

O
糎
下
方
迄
下
降
ス
ト
セ
リ
。
？
EHニ己
負
一三
］
｝
戸
－
一
ヨ
レ
バ
寓
底
A

描
護
腺
基
底
ヲ

上
方
ニ
去
M
Y

コ
ト
二
・
五
糎
／
部
ニ

漣

ス
ト
セ

y
。

、ト，＝
F
Fh
F
V
F

以
上
諸
家
ノ
記
載
ス

Y
蕗
A

予
ノ
例
－
一
モ
其
／
多
敷
例
－
一
見
Y

0

5
J
v
p
g
，
A

骨
盤
内
臓
並
－
一
直
腸
勝
脱
寓
底
ガ
共
ニ
甚
ダ
シ
ク
下
垂
セ

Y

老
人
ノ
一
屍
鰻
－
一
就
ア
溜
底
ガ
揺
護
腺
ノ
尖
頂
迄
下
降
セ

Y

一
岡
県
型
ヲ
認
メ
タ

y
ト
云
へ
y
d
N

予
y

例
－
一
於
ケ
Y
図
。
ム
ニ
前
記
ノ
如
ク
異
常

ニ
低
キ
寵
底
ヲ
有
セ

Y

毛
ノ
ナ
y
d
N

寓
底
A

鋪
護
腺
－
一
封
U

てプ
A

其
ノ
中
央
－
一
逮
ス
（
骨
穐
出
口
前
後
径
ノ
以
下
了
二
糎
－
一
在
9
、
虹
門
ト
ノ

距
離
A

四
O
粍
）
殆
ン
ド
骨
穂
底
－
一
蓬
セ

Y
モ
ノ
ナ
リ
ノ
。

初
生
児
六
例
－
一
就
－
ア
見
M
Y

ユ
左
ノ
如
シ
。

－
窃
底
d
N

燐
護
腺
ノ
基
底
－
一
連
マ
A
Y
モ
ノ

二
例
（
Z
。，
AH4
8
）



一
寵
底
ガ
擁
護
腺
ノ
尖
頂
－
一

一建
ス

Y

モ
ノ

｛
寓
底
ガ
揖
護
腺
基
底
－
一
達
セ
ザ
Y

モ

ノ

ゴ

一

例

（

Z
。
・
2

8

S）

之
レ
ニ
ヨ
レ
バ
初
生
児

A
成
人
一
一
比
シ
寓
底

A
踊
護
腺
－
一
封
ス

Y
位
置
低
ジ
ト
云
ブ
コ
ト
ヲ
得
ペ
シ
。
初
生
児
－
一
閥
シ
－
7
A
N
5
7
2
E
E
之

官
底
ガ
摘
護
腺
迄
下
降
ス
ト
云
ヒ
、
－

E
色
戸
当
乞
－
3
4
H
等
－
一
ヨ
レ
バ
婿
護
腺
基
底
迄
下
降
ス
ト
云
ヘ
リ
ノ
。
然
ジ
又

F
EO］与
2
w

－
一
ヨ
レ

バ
精
嚢
及
ビ
錨
護
腺
ノ
全
部
ガ
腹
膜
ヨ

y
被
A

レ
タ
Y

モ
ノ
ヲ
見
夕
日
ノ
ト
云
へ
9
0
N
－z－S
E
E－
ニ
ヨ
レ
バ
胎
生
期
ノ
或
Y
時
期
ノ
モ
ノ
－
一

A

窃
底
ガ
嵐
護
腺
尖
頂
迄
下
降
セ

Y
ア
見
タ

y
ト
云
へ
η
ノ
。
以
上
初
生
児
ニ
開
ス

Y
記
載
モ
亦
予
ノ
所
見
ト
略
一
致
セ
リ
ト
云
フ
ペ
キ
ナ

リ
ノ
コ

一
例
（
Z
o
u
凶）

第
八
項
掻
護
腺
ノ
位
置
並
Z
其
ノ
他
二
三
ノ
事
項
エ
就
テ

成
人
七
例
ニ
就
，
ァ
左
ノ
事
項
ヲ
調
査
セ

y
。

一
、
虹
門
前
線
ト
蹴
護
服
頂
ト
ノ
距
離
A

（
二
二

l
五
O
）
平
均
三
六
・
六
粍

二
、
庇
門
前
線
ト
踊
護
腺
基
底
ト
ノ
距
離
A

（
三
四

l
七
五
）
苧
均
五

O
粍

三
、
骨
盤
出
口
前
後
径
（
尾
間
骨
下
端
ノ
恥
骨
聯
合
下
線
）
A

嬬
護
腺
ノ
何
レ
ノ
部
ヲ
通
、
過
ス

Y
カ
ト
云
ア
ニ
左
ノ
如
シ
。

（
イ
）
婿
護
腺
ノ
尖
頂
ノ
直
下
ヲ
通
過
ス

Y

毛
ノ
二
例

（Z
0
・
S
）
（
腸
脱
直
腸
共
盈
）

2

0
・
b
）
（腸
脱
直
腸
共
－
一
虚
）

（
ロ
）
描
護
腺
ノ
基
底
ノ
直
上
ヲ
通
過
ス
w
y

モ
ノ
一
例
（
2
0
主
）
（
腸
脱
直
腸
共
－
一
盈
）

（A
）
擁
護
腺
ノ
中
央
ヲ
通
過
ス

Y

モ
ノ
三
例
（
Z
C
士
・
ぉ
）
（
勝
脱
盈
直
腸
虚
）

（Z
0・
怠
）
（
勝
脱
直
腸
共
－
一
虚
）

〈
備
考
）

以
上
（
イ
）
（
ロ
）
（
ハ
）
ノ
相
互
間
／
位
置
ヲ
通
過
セ
ル
例
ハ
之
ヲ
絞
ク
）

四
、
構
護
腺
ノ
形
紋
－
一
就
－
プ

（
イ
）
婿
護
腺
ノ
基
底
ヨ
9
尖
頂
迄
ノ
高
サ
A

（
一
五

l
一ニ

O
）
平
均
二
コ
了
九
粍

（
ロ
）
翫
護
腺
ノ
最
大
幅
員
A

（ニ

O
l四
O
）
平
均
二
・
六
五
粍

第
六
巻

F『

原

審
』」

千

葉

一
五
二
三

（
第
六
時
蜘

一o
＝一）



第
六
巻

F「

原

著、..... 

千

業

一
五
二
四

一O
四）

（
第
六
披

然
レ
ド
モ
直
腸
又
A
腸
脱
ノ
虚
盈
一
一
ヨ

y
－
プ
多
少
A
葉
ノ
形
朕
ヲ
接
ズ
Y

モ
ノ
、
如
シ
。
例
ヘ
バ
（
Z
。
・
ぉ
）
ニ
一
プ
A
高
サ
二

O
粍
、
幅
四

O

粍
ナ
Y
ガ
之
レ
A

腸
脱
著
シ
ク
盈
ナ
u
y

潟
メ
擁
護
腺
A

届
魅
セ
－
フ
レ
ア
横
一
一
伸
ピ
タ
Y

モ
ノ
ナ
U
Y

ガ
如
シ
。
（

3
3
－一於－ア
A

高
サ
三

O
粍

幅
二
三
粍
ナ

y
。
之
レ
直
腸
盈
ナ
Y
鴬
メ
腸
脱
底
A

押
シ
上
グ
ラ
w
y

、
ト
共
ニ
僻
護
腺
A

上
下
－
一
伸
展
セ
ラ
レ
タ
Y

－一ヨ

Y
ナ
ラ
ン
。
斯
カ

U
Y

朕
態
ヲ
呈
セ

Y
モ
ノ

A

モ
銃
－
二
齢
メ
タ
Y
鹿
ナ
リ
。
庇
門
ト
競
誰
腺
間
最
短
距
離
ト
シ
ア
A

m仙
台

r
p
Z
R
A
文
献
（
一
八
例
）
闘
ヨ

リ
ノ
調
査
シ
－
プ
ニ

O
乃
至
六

O
粍
ト
ジ
、

口
Z
H
E
E－－
E
－
A

之
レ
ヲ
六
O
粍
ト
云

へ
y
。
叉
去
｝
Z
否
両
ニ
ヨ
レ
バ
描
護
腺
ノ
竿
バ
以
下
A

骨
盤
出
口
前
後
径
以

CFF
－∞2
－
 

表

3買紅 撮
線護擁
央内 線内 基紅 直 勝

過ノスレ盤骨出揚腺護護 ト尿
ノト遁尿
底ノトj前門縁

:No. 
脇 ／ 

厳距ノE遁口ト 隊~e口ト 車毒 1危 カ口／， 最

醗〈臨2霊腺） ト
前何

市J
大 nr 状 駄＝ 後レ
／ F可

者ガE昔ノ日サ

（事） (5) 巾 (6) 前 態｜態（イ） 主主7

40 43 so 23 70 70 7"1 著盈 盈 直上

41 40 25 24 75 65 48 慮 盈 中央

42 35 20 40 47 43 43 虚 著盈 中央

43 36 30 30 75 67 56 虚 虚 直上

44 22 19 26 40 35 34 盈 盈
全部下方
＝アリ

45 30 23 20 50 50 35 虚 虚 中央

20 23 72 18 10 E怠 虚 10上
（下部）

百第

下
ユ
ア

y
ト
云
へ

y
。

玉
、
男
子
内
尿
道
口
ト
曾
陰
部
中
央
ト
ノ
距
離
A

一
・
三
粍
ナ
7
0

（四

O
l七
五
）
平
均
六

六
、
男
子
内
尿
道
口
ト
虹
門
前
線
ト
ノ
距
離
A

九
粍
ナ

9
0
（
以
上
第
百
表
委
照
）

第

四

章

勝

股

子

宮

富

第
－
項
寓
底
ノ
骨
盤
Z
劃
ス
ル
位
置
的
関
係

一
、
骨
盤
ノ
前
後
径
－
一
割
ス

Y
高
ナ
ノ
閥
係

骨
盤
ノ
正
中
断
固
ヨ
u
ノ
以
下
ノ
事
項
ヲ
成
人
一
ム
ハ
例
、
初
生
児
九
例
、
小
児

二
例
ζ

就
ア
調
査
セ

y
。
（
以
下
宿
底
ト
稗
ス
U

F

A

骨
盤
一止
中
断
面
岡
三
於
ケ

y
腸
脱
子
宮
窟
ノ
底
部
ノ
貼
ト
ス
）
。
（
本
項
A

附
表
（
十
四
）
昼
間
。

（
イ
）
骨
盤
入
口
前
後
径
ト
ノ
垂
線
距
離
（
嵩
底
ヨ

y
此
衛
線
－
一
下
セ
Y
垂
線

（
第
百
一
表
曇
照
）

（三
五

l
七
O
）
平
均
五
六
・

ノ
長
ナ
）



附

勝目先子宮寓底／子宮及ピ燈＝おスノレノ位、粍置） 勝脱子宮~底ノ骨盤＝聖母ス Jレ位置
番 （尺度 （尺度ノ、粍）

子方ア
頚子宮上下方離＝ ア

子方ア 前下＝ 子レ 骨／ ｜骨ノ 骨何 骨ノカ

宮内口許幾へJカレ 宮外口許幾へJカレ
経方ア 頚宮部ノ 怒主性 盤整 盤ν 盤何
考へJレ 入線 狭線 納品 ノレ

健へJレ 篠幾カ 乃＝ 前口総距 昔前日線距
ノア 各／

ヨノ ノ許幾カ ヨノ 音E許 至在 前Fレ 断I部

f虎 9 ~e 界
リgg ヨノ 臆 yレ f炎 後 後カ 後＝

上離 上離 上りE離e ノカ 径 径 方 径ア
下＝ P距 下＝ 何 ト ト ／ 問Jレ

2 13上方 13上方 頭中央 30 40 10前方 αb 

3 15下方 13下方 5上方 7上方 頚ac下方） 52 24 11前方 h~ 

4 不明 3上方 25上方 30上方 頚H上方） 50 20 3前方 b~ 

5 不明 13下方 10上方 12上方 頭中央 60 13 7前方

6 30下方 25下方 同高 3上方 外口部 IJ7 l3 4前方 ~c 
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初
生
児
－
一
一
ア
三
鍋
ノ
比
較
的
上
部
－
一
ア

リ
ノ
ト
云
ア
ペ
ク
、
稀
一
一
前
腔
常
陸
部
及
ピ
腔
部
迄
下
降

ス
Y

コ
ト
ア
ソ
。
卸
チ
成
人
二
五
例
中
各
一
例
宛
（与

問。

ω
。
）
之
ヲ
認
ム
。
初
生
児
一

O
例
中
一
例
（
出
？
お
）

二
於
ア
A

前
路
湾
窪
部
－
一
ア
リ
ノ
、
小
児
三
例
中
各
一
例

ニ
於
ア
前
腔
寄
笹
部
及
ピ
臆
部
－
一
在
Y
ヲ
見
Y
。
（
第

百
九
表
塞
照
）

欧
人
ノ
記
載
ヲ
見
Y

－
一
腹
膜
ノ
勝
脱
子
宮
宿
－
一
於
ケ
Y
醗
轄
部
A

或
A

子
宮
頚
ノ
下
部
ト
シ
（

F
・2
2）
、
或
A

子
宮
頚
部
ノ
上
竿
部
ト
セ

（回世

Hap
－。7
2）
。
又
寓
底
－
一
於
47
腹
膜
A

子
宮
頚
ノ
全
部
ヲ
被
包
ス
ト
云
へ
η
ノ
（
は
さ
♀

g
u
g巳
口
問
）
。
概
hv
－
プ
云
フ
時
A

邦
人
－
一
炉
、
ヶ
u
y

第百丸表
9 。モ

ノ
ト
大
差
ナ
シ
ト
云
プ
ペ
シ
。

附
言巴

官
同
底
ノ
腿
口
ヨ
リ
ノ
距
離
、
舎
陰
中
央
ヨ
り
／
距
離
、
内
尿
道
ロ
ヨ

p
ノ
距
灘
等
＝
閥
シ
敵
人
ノ
記
載
ア
レ
ド
モ
是
等
－
一
就
テ
ハ
石
川
氏
ガ
義
一
一
予
ト
悶
U
材
料
品
テ
愛
表

セ
ル
ず
故
＝
之
レ
ヲ
略
ス
。
又
耽
骨
ノ
各
部
一
孟
割
ス
ル
距
離
ハ
勝
脱
ノ
虚
盈
－
一
ヨ
リ
テ
凡
テ
異
ル
モ
ノ
ナ
レ
パ
之
レ

7
略
セ
リ
。
而
シ
テ
禽
ノ
方
向
〈
地
平
傾
度
〉
一
一
就
キ
テ

ハ
除
人
／
記
載
ア
レ
ド
モ
之
レ
亦
計
測
上
甚
ダ
悶
難
ノ
モ
ノ
ナ
レ
バ
之
レ
ヲ
時
セ
リ
。
即
チ
官
同
ρ

入
口
ヨ
り
底
三
金
ル
迄
良
直
グ
ノ
モ
ノ
＝
ア

一フ
ザ
レ
パ
ナ

9
0
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脱
内
容
状

端
ト
ノ
距
離

外
瞬
間
徹
磁
調
上

耽
骨
上
縁
ト

勝
ト
ノ
距
離

耽
骨
上
縁
ト
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第
六
巻

F、
原

著

千

葉

12 34 ♀ （ー）｜ー 一｜（ー） 中等皮
盈

13 ，円』t民, ♀ （一） 一｜（ー） （一） 盈

14 35 ♀ （＋＋） JS 30 （一） （ー） 精盈
r、
一 24 69 ♀ （ー） （ー） （一） 虚
一
例 29 44 ♀ （一） （一） （一） ｜中覚等箆、．〆

30 64 ♀ c+>¥-J-Jcー）（ー） 巾等度
盈

外謄 17 45 早 （＋） 虚

襲鍛 19 47 平 （＋） 柏、盈

不 23 66 不明 慮

78 ♀（什） 15 不明 柏、盈

／型 27 82 早（ー） 不明 柏盈

令
備考 内臓獄撲の＋）ノ、著明ナノレモノトス 外勝翼直接ノ長サハ遊磁縁

言十 （＋）ハ不著明ナノレ毛／トス ヲlJll］川伊、根部品於テ浪1J

:fL （ー）ハ鉄虫日セルモノトス Jレ

例 尺度ノ、粍ヲ以テス

ヨ1

（
第
六
時
抗

一一
一一） 

見）

I No. I ［性 i；擁護（幅 i外勝鍛襲年 齢
右 1王

車タ百貨千
56 躯幹長（320）粍 ♀ （ー） 12 12 

28 生 後 4 日 中 寺普 明 7 同I 

雨 33 生 後 2ヶ月 ♀ （） Fi 10 

側存 68 生 後 ；；ヶ月 0 著 明 10 10 
在
セ 47 躯幹長 (380) 色 （ー） ・‘j》． 日
Jレ

モ／ I 48 生後6ヶ月（380) 色 著 明 3 5 " 
生後 3日（250) 0 著 明 。、J・ リ~ :: 

e 50 生後 4日（320) 0 著 3 ・9J・ ・9' 

生後 6日附｜ 色 （ー） （ー）

外 Ir,:i 生後一ヶ月（330) 色 （ー） （ー） （一）
瞬

器襲産
0同I 10ヶ月胎児（280) 色 （ー） （一） （一）

侠 58 生後日ヶ月（370) 0 （ー） ;1；著明 イJ著明

知叉 ； ！ 日0 生後 Gヶ月（320) 色 不著明｜ （ー） （一）

生（初（＋六）表附



不著明

（ー）

不著明

（ー）

不著明

（ー）

5 IOヶ月胎児（300)62 ノ、

不著明不著明

不著明

不著明

平

中

生後2ヶ月牟（270)

10ヶ月胎鬼（300)

躯幹長 (320) 

53 

54 

不
著
明
／

第
六
巻

不著明

不著明

（一）

不著明

（一）

不箸明

不著明

（ー）

中

中10ヶ月胎児（270)

55 

59 

モ

〆筒、

， 
F「

原

中10ヶ月胎児（310)81 善、4
不著明不著明不著明中躯幹長 (280) 63 

例、J

不著明不著明不著明中生後 6日（300)64 
千

第

百

＋

表

〔
附
表
（
十
五
）
参
照
〕

一

男

（

成

人

）

一

女

一

小

喜

一

例

敬

一

番

銃

一

例

数

一

一

例

旦

一
一
幅
（
五
O
l
ニ
O
粍
）
一
一
幅
（
五
1

一
八
粍
）

一

一

著
明
ナ
ル
毛
／
件
一
九
一

一
五一

一
O
一

（一

一
）
）
）
）
）
）
）
）
）

一

一
）
）
）
）
）

一

一

一

一
日
山
山
口
引
別
別
判
山

一

一m
v
m
m
μ
H
m

－
一

一
－

r、f
‘〉
t
r
t〉，、，
t
〆
t
，t
J
k

－
r、「〉
t
／

t

一
一

一

一

一

一

一

一
h
千

束
著
明
ナ
ル
モ
ノ
吋
一
0
一

一

豆

町

粉

川

町

均

一
三

り

7
1

）
一
一
）
）
）
）
）
一
一
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
一
一

色

訣
知
セ
ル
モ
ノ
ト
一
五
一

2
お

何

一

一

一

一

g
n仰
ロ
刊
日
百
円
一
一
向

成

人
」J

房寄

内

徹

番

f虎

令

言十

四
例

二
一
例

番

1rri 0~i j 1些例

第

五

章

内

瞬

並

Z
外
瞬
敏
襲

内
勝
並
－
一
外
勝
敏
壌
ノ
局
所
解
剖
拳
的
所
見
ニ
開
シ
ア
A

何
レ
ノ
解
剖
誹
本
ヲ
見
U
Y

モ一肌

M
Y

簡
草
ナ

Y
記
載
ア

Y
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
文
献
－
一
徴
ス

Y

毛
亦
然
9
0
予
A

偶
々
其
ノ
異
常
ナ

y
幅
ヲ
有
セ

Y

モ
ノ
、
並
－
一
左
右
ノ
差
違
著
ジ
キ
モ
ノ
ヲ
認
メ
タ

Y
ヲ
以
ア
、
成
人
三
六
例

（
男
一
四
例
、
女
二
二
例
）
初
生
児
二
一
例
、
小
児
三
例
計
六

O
例
ノ
硬
化
屍
ェ
於
ケ

Y
調
査

ニ
ヨ
リ
ノ
ア
、
未
ダ
先
人
ノ
注
意
ヲ
惹
カ
ザ
リ
シ
結
ヲ
モ
認
メ
タ
グ
’
ヲ
以
ア
愛
二
A

（
ノ
結
果
ヲ

銑
遁
ス
ペ
ジ
（
以
下
附
表
（
十
五
）
並
－
一
（
十
六
）
委
照
）

1911 

葉

一五

（
第
六
時
碗

一一一一
一）



第
六
品
位

善
、」

F『

原

千

葉

一
五
三
四

（
第
六
時
廊

一
一
例
）

第

－

項

鵬

撤

襲

一
．
有
無
乃
至
稜
達
ノ
程
度
A

成
人
三
五
例
、
小
児
三
例
、
初
生
児
二
一
例
二
就
ア
見
Y

ニ
著
明
ナ
Y

モ
ノ

四
例
、
快
如
セ
U
F

モ
ノ
二
六
例
ア
リ
ノ
。
第
百
十
表
及
ピ
第
百
十
一
表
ノ
如
シ
。

二
、
著
明
ナ

Y

モ
ノ
、
幅
及
ピ
長
＋
ノ
A

成
人
ユ
於
ア
A

第
百
十
二
表
ノ
如
シ
、
小
児
並
－
一
初
生
児
－
一
於
－
プ
A

計
測
シ
得
u
y

如
キ
幅
ヲ
有
セ

Y

モ
ノ
ト
ジ

371
初
生
児
三
例
－
一
一
於
e

プ
三
粍
ヲ
算
セ

Y

モ
ノ
ア

y
ジ
ノ
ミ
。

内

〔附表（十六）参照〕

合

言十

計
五
伺j

七
伺j

九
例

二
一
例

一
九
例
、
不
著
明
ナ

Y
モ
ノ
一

減

副

＋

H
幽
岬

〔
毒
知
（
十
凶
日
ト
）
川

w
z
g

一
四
一

2回
一

二

出

一

一
一
一
一
回

ω

7
一
M
出

回

山

一

一
士
一
山
路

C
M
一
凶
一
山
引

田

山

一

一

一

一

一

一

（
初
生
児
）

内
臨
刷
雛
袋

著
明
ノ
モ
ノ

不
著
明
ノ
モ
ノ

第百＋ー表

侠
知
セ
ル
モ
ノ

一
一
例

一O
例

E忌〉
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鰍
、、J

（〉

ニ
ヨ
レ
バ
、
長
ナ
ご
一
糎
－
二
連
セ
U
F

モ
ノ
ナ

y
ト
云
へ

Y
J芳
、
予
ノ
例
－
一
－
プ
A

最
長
六
糎
ヲ
算
セ

Y

ノ
ミ
ナ
ソ
。

三
、
腸
脱
ノ
虚
説
ト
ノ
開
係
－
一
於
－
ア
A

成
人
及
ピ
小
児
合
計
三
七
例

・一
就
キ
ア
見
Y

－
一
、
内
臓
敏
獲
A

勝
脱
ガ
盈
乃
至
中
等
度
設
時
－
一
A

凡
ア
快
如
セ
リ
。
虚
時
－
一
至
レ
バ
著
明
ノ
モ
ノ
ヲ
多
数
例
三
郎
ム
。
（
第
百
十
三
表
委
照
）
｝
【
2

－26
モ
腸
脱
盈
時

二
A

此
ノ
鍛
接
A

現
A

レ
ズ

ト
稗
セ

y
。

四
、
性
ノ
関
係
A

一
般
ニ
男
－
一
A

女
ヨ
リ
’
毛
著
明
ナ
Y

モ
ノ
比
般
的
多
キ
ガ
如
シ
、
印
乎
第
百
十
四
表
ノ
如
シ
。

五
、
年
齢
的
関
係
A

師
二
通
ペ
タ
u
y

ガ
知
ク
、
内
勝
敏
援
A

腸
脱
ノ
虚
盈
－
一
ヨ

7
、
恐
－
フ
ク
A

又
男
女
ノ
閥
係
等
－
一
ヨ

2
7影
響
ア
リ
ノ
。
故

『

L
F出
合
｝
ユ

C
F
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〔附表（十五）参照〕

内
臓
胴
鍛
撲

著

明

ナ

ル

モ

／

不
著
明
ナ
ル
モ
ノ

盈

及

ピ

中

等

度

盈

番

1虎

2
6
2
4
8
0
2
1
7
4
9
 

リ－

o
“

1
A
1』

』

リ
M
O
h
M

り
ム

番一二例
番

6
1
リ

8
－d

1
4
0
4
1
A
Q
A
 

y
i
Aリ
円

t
n
u

。o

t
i
q
υ

’A1
i
り
G

二
一
例

一
七
一
前
向
加
9
山
山
幻
一
一
一
一
一
例

一
一
阿
川
1
＼
」
川
川
一

一
五
十
刊
出
M
M
8

一

盈

虚

第百＋三表

鉄

知

セ

ル

モ

ノ

令

言十

九

例

計

。印ノ、小児）

〔附表（十五）参照〕

内

臓

獄

襲

著

明

ナ

ル

モ

ノ

成

一
五
一

一
五
一

一
九
例

一
六
例

七
例

第百＋四表

統

知

セ

会

入
、、J

番

t虎

成

人

i-1-1瓦
｜二1~1-1竺I /J、
l川 o)I 1cり
131(5?)1 

十
4

4

三
日

四
-&JJ 

見
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右
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右
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－
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萎
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The Examination About The Topographical Anatomy Of The 

Pelvic Viscera In Japanese. 

By 

Dr. C. CHIBA. 

J・'r( m the Amtornic Jnotitute of the Kyoto Imperial University (Director: Prof, Dr. B. Aaacll1) 

Conclusion. 

The writ巴rof this thesis have investigated on the topographical anatomy about the pelvic viscera upon 102 cases 

of the Japanese subjects which have been hardeneci previously in situ by a solution of 10% formalin spirit as follows: 
7 4 cases of Ad山． ．． ．．． ・・・・・（o, 34 and 平， 40) 
5 ,, ,. Child . . . . . . . . . . . （” I ，引 4)

22 ,, ,, Baby . . . . . . ・・・・（円 l I ,, ,, I I) 

, Foetus ・・・・・・・同・・・・（ 円 o ,, ,. r) 

Among these subjects, in male 10 cases of baby, 7 cases of adult, and in female r case of foetus, 9 cases of 
baby, 2 cases of child, and 19 cases of adult have been treated u’ith the median section of the pelvis. 

The writer have examined the facts of the rectum, urinary bladder, and the region of the pelvic peritoneum (re-

ctouterina pouch, recto-vesical pouch, vesico-uterina pouch) which turns over, and the plic礼 umbilicalislateralis and 



medialis. A special attention was given to the condition when the rectum and the urin訂 y bladder were filled or 

empty in examining the me日 urementof the pelvic viscera. 

In comparing the result of the writer with that stated by the Europeans, there is n'.J gre抗 di仔erence, but many 

of these statements have omitted to show the number of cases examined, or of rare number if stated, or the attention 

was not given over the condition of the rectum or the urinary bladder, or the meみsurementdi仔erwith thλt of the 

writer. Therefore, it would be somewhat di伍cultto find ethnical difference between the European雪 andthe Japanese. 

Now the writer will particularize the 1引 narkablepoints passed unnoticed by the anatomists until the present day. 

and the di百erencebetween the previous records and the writer’s research. 

r. The tern 

adult, r 5 cases out of 42 cases starts from the height between the II and III sacral vertebra. The said relation was 

examined separately upon both sex but most of them were in the similar condition. In 2 cases of child it was 

situated at the center of the first sacral vertebra and its lower end, and in Ir cases out of 19 cases of baby, it was 

situated at the height of the 5acral prom on try. 

2. In examining the front旦1-curve of the rectum of 45 cases of baby, chilJ, and ュdult,the upper part of the 
rectum curves to the left direction of the middle line. Answering to the question of the number of its frontal curves 

in the adult, there are two curves (r8 cases out of 24 cases), single curve (S cases out of 24 ceses), th日ecurves (I 

case out of 24 cases). The rectum of baby is not al ways st日ightas stated formetヤ， butsome of them alrea付 form
sagittal and frontal-curve. For example, in frontal curve 7 cases out of 19 cお巴sform single curve while 5 cases out 
of 19 cases are curvdess. So, the latter number is less than the former. 

3. In most of baby, child and adult, the plica umbilicalis laterals exist in both the left and the right side. In 

examining the di仔erencebetween that of the male and female, the latter defect it in such large percentage as 9 cases 

defect out of 17 cases, while only 2 cases defect out of 14 cases in male. Again, in comparing the left side and the 

right side in 9 cぉesof both sex, in 3 cases the right side defect, and in 6 cases the ldt side defect. Generally, the 

right side fold is more improved and larger in width compared with that of the left side. As a rernar・kablecase, the 

writer has found the right side’s width of 40 millimeter, and I ::w millimeter in its length. 

奇書~（~ 【陸棚】 や 1採 ！？司ElI:ll （担R~~室長 111 :n 
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